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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水平および垂直走査に基づき表示すべき画像を示す映像信号としての電圧を、互いに対
向する第１および第２の電極によって形成される容量を含む容量性負荷に印加し、かつ、
当該容量性負荷への印加電圧の極性を水平走査線が切り換わる時に反転させることで周期
的に反転させる駆動回路を備えた表示装置であって、
　前記第１の電極としての複数の映像信号線と、
　前記複数の映像信号線と交差する複数の走査信号線と、
　前記複数の映像信号線と前記複数の走査信号線との交差点にそれぞれ対応してマトリク
ス状に配置された複数の画素形成手段と、
　前記複数の走査信号線を選択的に駆動する走査信号線駆動回路と、
　前記第２の電極を基準として前記画像に応じた電圧信号を前記複数の映像信号線に供給
する映像信号線駆動回路と、
　前記容量性負荷への印加電圧の極性が反転する時には、前記各映像信号線を前記映像信
号線駆動回路から電気的に切り離すと共に前記第２の電極に供給される電圧と同等の電圧
レベルを提供する電極に短絡させる接続切換回路と
を備え、
　前記各画素形成手段は、
　　対応する交差点を通過する走査信号線によってオンおよびオフされるスイッチング素
子と、
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　　対応する交差点を通過する映像信号線に前記スイッチング素子を介して接続される画
素電極と、
　　前記複数の画素形成手段に共通的に設けられ、前記容量性負荷に含まれる所定容量が
前記画素電極との間に形成されるように配置された前記第２の電極としての共通電極とを
含み、
　前記走査信号線駆動回路は、選択された走査信号線に前記スイッチング素子をオンさせ
る電圧を印加し、
　前記駆動回路は、前記容量性負荷への印加電圧の極性反転に応じて第１の所定電圧と第
２の所定電圧を交互に前記共通電極に与える共通電極駆動回路を含み、
　前記共通電極駆動回路は、前記接続切換回路が前記各映像信号線と前記共通電極に供給
される電圧と同等の電圧レベルを提供する電極とを短絡させている期間内に、前記共通電
極に供給されている電圧を前記第１の所定電圧と前記第２の所定電圧との間で切り換える
ことを特徴とする、表示装置。
【請求項２】
　前記共通電極に供給される電圧と同等の電圧レベルを提供する電極は、前記共通電極で
あることを特徴とする、請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記映像信号線駆動回路と前記共通電極駆動回路とは、同一基板上または同一チップ内
に形成されたことを特徴とする、請求項１に記載の表示装置。
【請求項４】
　水平および垂直走査に基づき表示すべき画像を示す映像信号としての電圧を、互いに対
向する第１および第２の電極によって形成される容量を含む容量性負荷に印加し、かつ、
当該容量性負荷への印加電圧の極性を水平走査線が切り換わる時に反転させることで周期
的に反転させる駆動回路を備えた表示装置であって、
　前記第１の電極としての複数の映像信号線と、
　前記複数の映像信号線と交差する複数の走査信号線と、
　前記複数の映像信号線と前記複数の走査信号線との交差点にそれぞれ対応してマトリク
ス状に配置された複数の画素形成手段と、
　前記複数の走査信号線を選択的に駆動する走査信号線駆動回路と、
　前記第２の電極を基準として前記画像に応じた電圧信号を前記複数の映像信号線に供給
する映像信号線駆動回路と
を備え、
　前記各画素形成手段は、
　　対応する交差点を通過する走査信号線によってオンおよびオフされるスイッチング素
子と、
　　対応する交差点を通過する映像信号線に前記スイッチング素子を介して接続される画
素電極と、
　　前記複数の画素形成手段に共通的に設けられ、前記容量性負荷に含まれる所定容量が
前記画素電極との間に形成されるように配置された前記第２の電極としての共通電極とを
含み、
　前記走査信号線駆動回路は、選択された走査信号線に前記スイッチング素子をオンさせ
る電圧を印加し、
　前記映像信号線駆動回路は、
　　複数の基準電圧がそれぞれ与えられる複数の基準電圧バスラインと前記共通電極への
供給電圧である共通電極信号と同等の電圧レベルが与えられる１つの電圧バスラインとか
らなる所定数の電圧バスラインと、
　　前記各映像信号線に対応して設けられ、前記所定数の電圧バスラインのうちいずれか
１つの電圧バスラインを選択して対応する映像信号線に接続する電圧選択回路と
を含み、
　前記各電圧選択回路は、各水平走査期間内では、前記所定数の電圧バスラインのうち前
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記映像信号に応じた基準電圧の与えられた電圧バスラインを選択して対応する映像信号線
に接続し、前記容量性負荷への印加電圧の極性が反転する時には、前記共通電極信号と同
等の電圧レベルの与えられた前記１つの電圧バスラインを選択して対応する映像信号線に
接続することを特徴とする、表示装置。
【請求項５】
　水平および垂直走査に基づき表示すべき画像を示す映像信号としての電圧を、互いに対
向する第１および第２の電極によって形成される容量を含む容量性負荷に印加し、かつ、
当該容量性負荷への印加電圧の極性を水平走査線が切り換わる時に反転させることで周期
的に反転させる駆動回路を備えた表示装置であって、
　前記第１の電極としての複数の映像信号線と、
　前記複数の映像信号線と交差する複数の走査信号線と、
　前記複数の映像信号線と前記複数の走査信号線との交差点にそれぞれ対応してマトリク
ス状に配置された複数の画素形成手段と、
　前記複数の走査信号線を選択的に駆動する走査信号線駆動回路と、
　前記第２の電極を基準として前記画像に応じた電圧信号を前記複数の映像信号線に供給
する映像信号線駆動回路と
を備え、
　前記各画素形成手段は、
　　対応する交差点を通過する走査信号線によってオンおよびオフされるスイッチング素
子と、
　　対応する交差点を通過する映像信号線に前記スイッチング素子を介して接続される画
素電極と、
　　前記複数の画素形成手段に共通的に設けられ、前記容量性負荷に含まれる所定容量が
前記画素電極との間に形成されるように配置された前記第２の電極としての共通電極とを
含み、
　前記走査信号線駆動回路は、選択された走査信号線に前記スイッチング素子をオンさせ
る電圧を印加し、
　前記映像信号線駆動回路は、
　　前記複数の基準電圧がそれぞれ与えられる複数の基準電圧バスラインと、
　　前記容量性負荷への印加電圧の極性が反転する時には、前記複数の基準電圧バスライ
ンのうちいずれか１つの基準電圧バスラインに、当該１つの基準電圧バスラインに与える
べき基準電圧に代えて前記共通電極への供給電圧である共通電極信号と同等の電圧レベル
を与える電圧切換回路と、
　　前記各映像信号線に対応して設けられ、各水平走査期間内では、前記複数の基準電圧
バスラインのうち前記映像信号に応じた基準電圧の与えられた基準電圧バスラインを選択
して対応する映像信号線に接続すると共に、前記容量性負荷への印加電圧の極性が反転す
る時には、前記１つの基準電圧バスラインを選択して対応する映像信号線に接続する基準
電圧選択回路と
を含むことを特徴とする、表示装置。
【請求項６】
　前記共通電極信号と同等の電圧レベルは、前記共通電極信号であることを特徴とする、
請求項４または５に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記駆動回路は、前記容量性負荷への印加電圧の極性反転に応じて前記共通電極の電位
を切り換える共通電極駆動回路を含み、
　前記映像信号線駆動回路と前記共通電極駆動回路とは、同一基板上または同一チップ内
に形成されたことを特徴とする、請求項４または５に記載の表示装置。
【請求項８】
　水平および垂直走査に基づき表示すべき画像を示す映像信号としての電圧を、互いに対
向する第１および第２の電極によって形成される容量を含む容量性負荷に印加し、かつ、
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当該容量性負荷への印加電圧の極性を水平走査線が切り換わる時に反転させることで周期
的に反転させる交流化駆動方式の表示装置における駆動回路であって、
　前記第２の電極を基準として前記画像に応じた電圧信号を前記第１の電極に供給する映
像信号線駆動回路と、
　前記容量性負荷への印加電圧の極性を反転させる時に、前記第１の電極を前記映像信号
線駆動回路から電気的に切り離すと共に前記第２の電極に供給される電圧と同等の電圧レ
ベルを提供する電極に短絡させる接続切換回路と、
　前記容量性負荷への印加電圧の極性反転に応じて第１の所定電圧と第２の所定電圧を交
互に前記第２の電極に与える第２電極駆動回路と
を備え、
　前記表示装置は、
　　前記第１の電極としての複数の映像信号線と、
　　前記複数の映像信号線と交差する複数の走査信号線と、
　　前記複数の映像信号線と前記複数の走査信号線との交差点にそれぞれ対応してマトリ
クス状に配置された複数の画素形成手段と、
　　前記複数の走査信号線を選択的に駆動する走査信号線駆動回路とを備え、
　前記各画素形成手段は、
　　対応する交差点を通過する走査信号線によってオンおよびオフされるスイッチング素
子と、
　　対応する交差点を通過する映像信号線に前記スイッチング素子を介して接続される画
素電極と、
　　前記複数の画素形成手段に共通的に設けられ、前記容量性負荷に含まれる所定容量が
前記画素電極との間に形成されるように配置された前記第２の電極としての共通電極とを
含み、
　前記走査信号線駆動回路は、選択された走査信号線に前記スイッチング素子をオンさせ
る電圧を印加し、
　前記第２電極駆動回路は、前記接続切換回路が前記第１の電極と前記第２の電極に供給
される電圧と同等の電圧レベルを提供する電極とを短絡させている期間内に、前記第２の
電極としての前記共通電極に供給されている電圧を前記第１の所定電圧と前記第２の所定
電圧との間で切り換えることを特徴とする、駆動回路。
【請求項９】
　前記第２の電極に供給される電圧と同等の電圧レベルを提供する電極は、前記第２の電
極としての前記共通電極であることを特徴とする、請求項８に記載の駆動回路。
【請求項１０】
　水平および垂直走査に基づき表示すべき画像を示す映像信号としての電圧を、互いに対
向する第１および第２の電極によって形成される容量を含む容量性負荷に印加し、かつ、
当該容量性負荷への印加電圧の極性を水平走査線が切り換わる時に反転させることで周期
的に反転させる交流化駆動方式の表示装置における駆動回路であって、
　前記第２の電極を基準として前記画像に応じた電圧信号を前記第１の電極に供給する映
像信号線駆動回路を備え、
　前記表示装置は、
　　前記第１の電極としての複数の映像信号線と、
　　前記複数の映像信号線と交差する複数の走査信号線と、
　　前記複数の映像信号線と前記複数の走査信号線との交差点にそれぞれ対応してマトリ
クス状に配置された複数の画素形成手段と、
　　前記複数の走査信号線を選択的に駆動する走査信号線駆動回路とを備え、
　前記各画素形成手段は、
　　対応する交差点を通過する走査信号線によってオンおよびオフされるスイッチング素
子と、
　　対応する交差点を通過する映像信号線に前記スイッチング素子を介して接続される画
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素電極と、
　　前記複数の画素形成手段に共通的に設けられ、前記容量性負荷に含まれる所定容量が
前記画素電極との間に形成されるように配置された前記第２の電極としての共通電極とを
含み、
　前記走査信号線駆動回路は、選択された走査信号線に前記スイッチング素子をオンさせ
る電圧を印加し、
　前記映像信号線駆動回路は、
　　複数の基準電圧がそれぞれ与えられる複数の基準電圧バスラインと前記共通電極への
供給電圧である共通電極信号と同等の電圧レベルが与えられる１つの電圧バスラインとか
らなる所定数の電圧バスラインと、
　　前記各映像信号線に対応して設けられ、前記所定数の電圧バスラインのうちいずれか
１つの電圧バスラインを選択して対応する映像信号線に接続する電圧選択回路と
を含み、
　前記各電圧選択回路は、各水平走査期間内では、前記所定数の電圧バスラインのうち前
記映像信号に応じた基準電圧の与えられた電圧バスラインを選択して対応する映像信号線
に接続し、前記容量性負荷への印加電圧の極性が反転する時には、前記共通電極信号と同
等の電圧レベルの与えられた前記１つの電圧バスラインを選択して対応する映像信号線に
接続することを特徴とする、駆動回路。
【請求項１１】
　水平および垂直走査に基づき表示すべき画像を示す映像信号としての電圧を、互いに対
向する第１および第２の電極によって形成される容量を含む容量性負荷に印加し、かつ、
当該容量性負荷への印加電圧の極性を水平走査線が切り換わる時に反転させることで周期
的に反転させる交流化駆動方式の表示装置における駆動回路であって、
　前記第２の電極を基準として前記画像に応じた電圧信号を前記第１の電極に供給する映
像信号線駆動回路を備え、
　前記表示装置は、
　　前記第１の電極としての複数の映像信号線と、
　　前記複数の映像信号線と交差する複数の走査信号線と、
　　前記複数の映像信号線と前記複数の走査信号線との交差点にそれぞれ対応してマトリ
クス状に配置された複数の画素形成手段と、
　　前記複数の走査信号線を選択的に駆動する走査信号線駆動回路とを備え、
　前記各画素形成手段は、
　　対応する交差点を通過する走査信号線によってオンおよびオフされるスイッチング素
子と、
　　対応する交差点を通過する映像信号線に前記スイッチング素子を介して接続される画
素電極と、
　　前記複数の画素形成手段に共通的に設けられ、前記容量性負荷に含まれる所定容量が
前記画素電極との間に形成されるように配置された前記第２の電極としての共通電極とを
含み、
　前記走査信号線駆動回路は、選択された走査信号線に前記スイッチング素子をオンさせ
る電圧を印加し、
　前記映像信号線駆動回路は、
　　前記複数の基準電圧がそれぞれ与えられる複数の基準電圧バスラインと、
　　前記容量性負荷への印加電圧の極性が反転する時には、前記複数の基準電圧バスライ
ンのうちいずれか１つの基準電圧バスラインに、当該１つの基準電圧バスラインに与える
べき基準電圧に代えて前記共通電極への供給電圧である共通電極信号と同等の電圧レベル
を与える電圧切換回路と、
　　前記各映像信号線に対応して設けられ、各水平走査期間内では、前記複数の基準電圧
バスラインのうち前記映像信号に応じた基準電圧の与えられた基準電圧バスラインを選択
して対応する映像信号線に接続すると共に、前記容量性負荷への印加電圧の極性が反転す
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る時には、前記１つの基準電圧バスラインを選択して対応する映像信号線に接続する基準
電圧選択回路と
を含むことを特徴とする、駆動回路。
【請求項１２】
　水平および垂直走査に基づき表示すべき画像を示す映像信号としての電圧を、互いに対
向する第１および第２の電極によって形成される容量を含む容量性負荷に印加し、かつ、
当該容量性負荷への印加電圧の極性を水平走査線が切り換わる時に反転させることで周期
的に反転させる交流化駆動方式の表示装置における駆動回路による駆動方法であって、
　前記第２の電極を基準として前記画像に応じた電圧信号を前記第１の電極に供給する映
像信号供給ステップと、
　前記容量性負荷への印加電圧の極性が反転する時に、前記駆動回路のうち前記電圧信号
を前記第１の電極に供給する回路部分から前記第１の電極を電気的に切り離すと共に、前
記第１の電極と前記第２の電極に供給される電圧と同等の電圧レベルを提供する電極とを
短絡させる接続切換ステップと、
　前記容量性負荷への印加電圧の極性反転に応じて第１の所定電圧と第２の所定電圧を交
互に第２の電極に与える第２電極駆動ステップと
を備え、
　前記表示装置は、
　　前記第１の電極としての複数の映像信号線と、
　　前記複数の映像信号線と交差する複数の走査信号線と、
　　前記複数の映像信号線と前記複数の走査信号線との交差点にそれぞれ対応してマトリ
クス状に配置された複数の画素形成手段と、
　　前記複数の走査信号線を選択的に駆動する走査信号線駆動回路とを備え、
　前記各画素形成手段は、
　　対応する交差点を通過する走査信号線によってオンおよびオフされるスイッチング素
子と、
　　対応する交差点を通過する映像信号線に前記スイッチング素子を介して接続される画
素電極と、
　　前記複数の画素形成手段に共通的に設けられ、前記容量性負荷に含まれる所定容量が
前記画素電極との間に形成されるように配置された前記第２の電極としての共通電極とを
含み、
　前記走査信号線駆動回路は、選択された走査信号線に前記スイッチング素子をオンさせ
る電圧を印加し、
　前記第２電極駆動ステップでは、前記第１の電極と前記第２の電極に供給される電圧と
同等の電圧レベルを提供する電極とが短絡されている期間内に、前記第２の電極としての
前記共通電極に供給されている電圧が前記第１の所定電圧と前記第２の所定電圧との間で
切り換わることを特徴とする、駆動方法。
【請求項１３】
　前記第２の電極に供給される電圧と同等の電圧レベルを提供する電極は、前記第２の電
極としての前記共通電極であることを特徴とする、請求項１２に記載の駆動方法。
【請求項１４】
　水平および垂直走査に基づき表示すべき画像を示す映像信号としての電圧を、互いに対
向する第１および第２の電極によって形成される容量を含む容量性負荷に印加し、かつ、
当該容量性負荷への印加電圧の極性を水平走査線が切り換わる時に反転させることで周期
的に反転させる交流化駆動方式の表示装置における駆動回路による駆動方法であって、
　前記第２の電極を基準として前記画像に応じた電圧信号を前記第１の電極に供給する映
像信号供給ステップを備え、
　前記表示装置は、
　　前記第１の電極としての複数の映像信号線と、
　　前記複数の映像信号線と交差する複数の走査信号線と、
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　　前記複数の映像信号線と前記複数の走査信号線との交差点にそれぞれ対応してマトリ
クス状に配置された複数の画素形成手段と、
　　前記複数の走査信号線を選択的に駆動する走査信号線駆動回路とを備え、
　前記各画素形成手段は、
　　対応する交差点を通過する走査信号線によってオンおよびオフされるスイッチング素
子と、
　　対応する交差点を通過する映像信号線に前記スイッチング素子を介して接続される画
素電極と、
　　前記複数の画素形成手段に共通的に設けられ、前記容量性負荷に含まれる所定容量が
前記画素電極との間に形成されるように配置された前記第２の電極としての共通電極とを
含み、
　前記走査信号線駆動回路は、選択された走査信号線に前記スイッチング素子をオンさせ
る電圧を印加し、
　前記映像信号供給ステップは、前記各映像信号線に対応して設けられ、複数の基準電圧
がそれぞれ与えられる複数の基準電圧バスラインと前記共通電極への供給電圧である共通
電極信号と同等の電圧レベルが与えられる１つの電圧バスラインとからなる所定数の電圧
バスラインのうちいずれか１つの電圧バスラインを選択して対応する映像信号線に接続す
る電圧選択ステップを含み、
　前記各電圧選択ステップでは、各水平走査期間内には、前記所定数の電圧バスラインの
うち前記映像信号に応じた基準電圧の与えられた電圧バスラインが選択されて対応する映
像信号線に接続され、前記容量性負荷への印加電圧の極性が反転する時には、前記共通電
極信号と同等の電圧レベルの与えられた前記１つの電圧バスラインが選択されて対応する
映像信号線に接続されることを特徴とする、駆動方法。
【請求項１５】
　水平および垂直走査に基づき表示すべき画像を示す映像信号としての電圧を、互いに対
向する第１および第２の電極によって形成される容量を含む容量性負荷に印加し、かつ、
当該容量性負荷への印加電圧の極性を水平走査線が切り換わる時に反転させることで周期
的に反転させる交流化駆動方式の表示装置における駆動回路による駆動方法であって、
　前記第２の電極を基準として前記画像に応じた電圧信号を前記第１の電極に供給する映
像信号供給ステップを備え、
　前記表示装置は、
　　前記第１の電極としての複数の映像信号線と、
　　前記複数の映像信号線と交差する複数の走査信号線と、
　　前記複数の映像信号線と前記複数の走査信号線との交差点にそれぞれ対応してマトリ
クス状に配置された複数の画素形成手段と、
　　前記複数の走査信号線を選択的に駆動する走査信号線駆動回路とを備え、
　前記各画素形成手段は、
　　対応する交差点を通過する走査信号線によってオンおよびオフされるスイッチング素
子と、
　　対応する交差点を通過する映像信号線に前記スイッチング素子を介して接続される画
素電極と、
　　前記複数の画素形成手段に共通的に設けられ、前記容量性負荷に含まれる所定容量が
前記画素電極との間に形成されるように配置された前記第２の電極としての共通電極とを
含み、
　前記走査信号線駆動回路は、選択された走査信号線に前記スイッチング素子をオンさせ
る電圧を印加し、
　前記映像信号供給ステップは、
　　前記容量性負荷への印加電圧の極性が反転する時には、複数の基準電圧がそれぞれ与
えられる複数の基準電圧バスラインのうちいずれか１つの基準電圧バスラインに、当該１
つの基準電圧バスラインに与えるべき基準電圧に代えて前記共通電極への供給電圧である
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共通電極信号と同等の電圧レベルを与える電圧切換ステップと、
　　前記各映像信号線に対応して設けられ、各水平走査期間内には、前記複数の基準電圧
バスラインのうち前記映像信号に応じた基準電圧の与えられた基準電圧バスラインを選択
して対応する映像信号線に接続し、前記容量性負荷への印加電圧の極性が反転する時には
、前記１つの基準電圧バスラインを選択して対応する映像信号線に接続する基準電圧選択
ステップと
を含むことを特徴とする、駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、例えばアクティブマトリクス型液晶表示装置のような容量性負荷の電圧制御
型アクティブマトリクス駆動の表示装置に関し、更に詳しくは、そのような表示装置にお
ける駆動回路に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　携帯電話や、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、ノ
ート型コンピュータ等の携帯用情報機器では、搭載バッテリーの持続時間の長期化の観点
から、消費電力の低減化が強く求められている。一方、これらの携帯用情報機器において
も処理性能の向上と利用の高度化などによって、より表示色の多い高品位の表示能力が要
求されるようになってきている。このため、これらの携帯用情報機器で使用される表示装
置においても、高品位の表示能力への要求に対応すべく、従来のパッシブマトリクス型液
晶表示装置に代えて薄膜トランジスタ（ＴＦＴ：Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔ
ｏｒ）によるアクティブマトリクス型液晶表示装置（以下「ＴＦＴ－ＬＣＤ装置」という
）が使用されはじめている。
【０００３】
　ＴＦＴ－ＬＣＤ装置における液晶パネル（以下「ＴＦＴ－ＬＣＤパネル」という）は、
互いに対向する一対の基板（以下「第１および第２の基板」という）を有している。これ
らの基板は、所定の距離（典型的には数μｍ）だけ離されて固定されており、液晶材料が
これらの基板間に充填されて液晶層が形成されている。これらの基板のうち少なくとも一
方は透明であり、透過型表示を行う場合には、両基板は共に透明であることが必要である
。ＴＦＴ－ＬＣＤにおいて、第１の基板上には互いに平行する複数の走査信号線と、走査
信号線に対して直交するように交差する複数の映像信号線とが設けられている。走査信号
線と映像信号線との各交差部には、画素電極と、画素電極に対応する映像信号線に電気的
に接続するためのスイッチング素子である画素ＴＦＴとが設けられている。この画素ＴＦ
Ｔのゲート端子は走査信号線に接続され、ソース端子は映像信号線に接続され、ドレイン
端子は上記画素電極に接続されている。
【０００４】
　上記第１の基板に対向する第２の基板上には、全面に対向電極としての共通電極が設け
られている。この共通電極には共通電極駆動回路により適切な電圧が与えられる。従って
、液晶層には画素電極と共通電極との電位差に相当する電圧が印加される。この印加電圧
によって液晶層の光透過率を制御することができるので、映像信号線から適切な電圧が印
加されることにより所望の画素表示を行うことができる。
【０００５】
【特許文献１】
　　　　　特開平６－３３７６５７号公報
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
　上記のようなＴＦＴ－ＬＣＤパネルに対しては、液晶の劣化を抑えると共に表示品位を
維持するために交流化駆動が行われている。すなわち、液晶への印加電圧の極性が例えば
１水平走査期間毎に反転するようにＴＦＴ－ＬＣＤパネルが駆動される。また、映像信号
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線の電圧の振幅を抑えるために上記交流化駆動に応じて共通電極の電位を変化させる（以
下「共通電極信号の交流化」という）という手法も使用されている。
【０００７】
　しかし、この共通電極信号の交流化によって映像信号線の電圧の振幅が抑えられたとし
ても、上記交流化駆動のための極性反転時において映像信号線の電位変化は依然として大
きい。したがって、映像信号線駆動回路には、ＴＦＴ－ＬＣＤパネルにおける容量性負荷
に対して、このような大きな電位変化を起こさせるのに必要な駆動能力が必要となる。こ
のため、映像信号線駆動回路が消費する電力が大きなものとなり、これがＴＦＴ－ＬＣＤ
装置における低消費電力化の阻害要因となっている。
【０００８】
　そこで本発明では、所定周期で極性を反転しつつ表示画像に応じた電圧を容量性負荷に
印加する交流化駆動用の駆動回路の消費電力を低減した表示装置を提供することを目的と
する。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　第１の発明は、水平および垂直走査に基づき表示すべき画像を示す映像信号としての電
圧を、互いに対向する第１および第２の電極によって形成される容量を含む容量性負荷に
印加し、かつ、当該容量性負荷への印加電圧の極性を水平走査線が切り換わる時に反転さ
せることで周期的に反転させる駆動回路を備えた表示装置であって、
　前記第１の電極としての複数の映像信号線と、
　前記複数の映像信号線と交差する複数の走査信号線と、
　前記複数の映像信号線と前記複数の走査信号線との交差点にそれぞれ対応してマトリク
ス状に配置された複数の画素形成手段と、
　前記複数の走査信号線を選択的に駆動する走査信号線駆動回路と、
　前記第２の電極を基準として前記画像に応じた電圧信号を前記複数の映像信号線に供給
する映像信号線駆動回路と、
　前記容量性負荷への印加電圧の極性が反転する時には、前記各映像信号線を前記映像信
号線駆動回路から電気的に切り離すと共に前記第２の電極に供給される電圧と同等の電圧
レベルを提供する電極に短絡させる接続切換回路と、
を備え、
　前記各画素形成手段は、
　　対応する交差点を通過する走査信号線によってオンおよびオフされるスイッチング素
子と、
　　対応する交差点を通過する映像信号線に前記スイッチング素子を介して接続される画
素電極と、
　　前記複数の画素形成手段に共通的に設けられ、前記容量性負荷に含まれる所定容量が
前記画素電極との間に形成されるように配置された前記第２の電極としての共通電極とを
含み、
　前記走査信号線駆動回路は、選択された走査信号線に前記スイッチング素子をオンさせ
る電圧を印加し、
　前記駆動回路は、前記容量性負荷への印加電圧の極性反転に応じて第１の所定電圧と第
２の所定電圧を交互に前記共通電極に与える共通電極駆動回路を含み、
　前記共通電極駆動回路は、前記接続切換回路が前記各映像信号線と前記共通電極に供給
される電圧と同等の電圧レベルを提供する電極とを短絡させている期間内に、前記共通電
極に供給されている電圧を前記第１の所定電圧と前記第２の所定電圧との間で切り換える
ことを特徴とする。
【００１０】
　このような第１の発明によれば、容量性負荷への印加電圧の極性反転の際に、第１の電
極は、映像信号線駆動回路から電気的に切り離されて、第２の電極に供給される電圧と同
等の電圧レベルを提供する電極に短絡され、容量性負荷に蓄積されていた電荷が放電され
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る。これにより、極性反転後に必要となる第１の電極の電位変化量が小さくなる。したが
って、映像信号線駆動回路の駆動能力が従来よりも低くても、容量性負荷に対し従来と同
様の電圧を印加することができるので、映像信号線駆動回路の消費電力を低減でき、さら
に、映像信号線駆動回路内のバッファ回路を構成するトランジスタのサイズも縮小できる
。その結果、表示装置の小型化および低コスト化を図ることができる。
　より詳しくは、第１の発明によれば、水平および垂直走査に基づく画像表示において、
すなわち所定期間の水平走査を垂直方向に少しずつその走査開始位置をずらしながら繰り
返すことによって組み立てられる画像の表示において、容量性負荷への印加電圧の極性は
水平走査線が切り換わるときに反転し、その反転時毎に第１の電極としての各映像信号線
は、映像信号線駆動回路から電気的に切り離されて、第２の電極としての共通電極に供給
される電圧と同等の電圧レベルを提供する電極に短絡され、容量性負荷に蓄積されていた
電荷が放電される。これにより、映像信号線駆動回路の消費電力の低減等につき大きな効
果が得られる。
　また、第１の発明によれば、短絡期間内に極性反転が行われるので、画素値の書き込み
に使用できる時間が長くなる。
【００１１】
　第２の発明は、第１の発明において、
　前記共通電極に供給される電圧と同等の電圧レベルを提供する電極は、前記共通電極で
あることを特徴とする。
【００１２】
　第２の発明によれば、容量性負荷への印加電圧の極性反転の際に、第１の電極としての
各映像信号線は映像信号線駆動回路から電気的に切り離されて第２の電極としての共通電
極に短絡され、容量性負荷に蓄積されていた電荷が電源を介さずに直接に放電される。こ
れにより、第１の発明と同様、映像信号線駆動回路の消費電力を低減すると共に映像信号
線駆動回路内のバッファ回路を縮小化することができるので、表示装置の小型化および低
コスト化を図ることができる。
【００１３】
　第３の発明は、第１の発明において、
　前記映像信号線駆動回路と前記共通電極駆動回路とは、同一基板上または同一チップ内
に形成されたことを特徴とする。
【００１４】
　第３の発明によれば、映像信号線駆動回路は接続切換回路を介して共通電極駆動回路と
関連性を有するので、映像信号線駆動回路と共通電極駆動回路とが同一基板上または同一
チップ内に形成されることで、表示装置の構成が簡素化される。
【００１５】
　第４の発明は、水平および垂直走査に基づき表示すべき画像を示す映像信号としての電
圧を、互いに対向する第１および第２の電極によって形成される容量を含む容量性負荷に
印加し、かつ、当該容量性負荷への印加電圧の極性を水平走査線が切り換わる時に反転さ
せることで周期的に反転させる駆動回路を備えた表示装置であって、
　前記第１の電極としての複数の映像信号線と、
　前記複数の映像信号線と交差する複数の走査信号線と、
　前記複数の映像信号線と前記複数の走査信号線との交差点にそれぞれ対応してマトリク
ス状に配置された複数の画素形成手段と、
　前記複数の走査信号線を選択的に駆動する走査信号線駆動回路と、
　前記第２の電極を基準として前記画像に応じた電圧信号を前記複数の映像信号線に供給
する映像信号線駆動回路と
を備え、
　前記各画素形成手段は、
　　対応する交差点を通過する走査信号線によってオンおよびオフされるスイッチング素
子と、
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　　対応する交差点を通過する映像信号線に前記スイッチング素子を介して接続される画
素電極と、
　　前記複数の画素形成手段に共通的に設けられ、前記容量性負荷に含まれる所定容量が
前記画素電極との間に形成されるように配置された前記第２の電極としての共通電極とを
含み、
　前記走査信号線駆動回路は、選択された走査信号線に前記スイッチング素子をオンさせ
る電圧を印加し、
　前記映像信号線駆動回路は、
　　複数の基準電圧がそれぞれ与えられる複数の基準電圧バスラインと前記共通電極への
供給電圧である共通電極信号と同等の電圧レベルが与えられる１つの電圧バスラインとか
らなる所定数の電圧バスラインと、
　　前記各映像信号線に対応して設けられ、前記所定数の電圧バスラインのうちいずれか
１つの電圧バスラインを選択して対応する映像信号線に接続する電圧選択回路と
を含み、
　前記各電圧選択回路は、各水平走査期間内では、前記所定数の電圧バスラインのうち前
記映像信号に応じた基準電圧の与えられた電圧バスラインを選択して対応する映像信号線
に接続し、前記容量性負荷への印加電圧の極性が反転する時には、前記共通電極信号と同
等の電圧レベルの与えられた前記１つの電圧バスラインを選択して対応する映像信号線に
接続することを特徴とする。
【００１６】
　このような第４の発明によれば、共通電極信号を基準電圧の１つとみなして所定数の基
準電圧から１つの電圧を選択する回路構成、すなわち上記第１の発明における接続切換回
路を電圧選択回路に含めた構成とすることができるので、映像信号線駆動回路の回路構成
をコンパクトなものとすることができる。このため、映像信号線駆動回路を実現するＩＣ
チップのサイズを小さくすることができる。
【００１７】
　第５の発明は、水平および垂直走査に基づき表示すべき画像を示す映像信号としての電
圧を、互いに対向する第１および第２の電極によって形成される容量を含む容量性負荷に
印加し、かつ、当該容量性負荷への印加電圧の極性を水平走査線が切り換わる時に反転さ
せることで周期的に反転させる駆動回路を備えた表示装置であって、
　前記第１の電極としての複数の映像信号線と、
　前記複数の映像信号線と交差する複数の走査信号線と、
　前記複数の映像信号線と前記複数の走査信号線との交差点にそれぞれ対応してマトリク
ス状に配置された複数の画素形成手段と、
　前記複数の走査信号線を選択的に駆動する走査信号線駆動回路と、
　前記第２の電極を基準として前記画像に応じた電圧信号を前記複数の映像信号線に供給
する映像信号線駆動回路と
を備え、
　前記各画素形成手段は、
　　対応する交差点を通過する走査信号線によってオンおよびオフされるスイッチング素
子と、
　　対応する交差点を通過する映像信号線に前記スイッチング素子を介して接続される画
素電極と、
　　前記複数の画素形成手段に共通的に設けられ、前記容量性負荷に含まれる所定容量が
前記画素電極との間に形成されるように配置された前記第２の電極としての共通電極とを
含み、
　前記走査信号線駆動回路は、選択された走査信号線に前記スイッチング素子をオンさせ
る電圧を印加し、
　前記映像信号線駆動回路は、
　　前記複数の基準電圧がそれぞれ与えられる複数の基準電圧バスラインと、
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　　前記容量性負荷への印加電圧の極性が反転する時には、前記複数の基準電圧バスライ
ンのうちいずれか１つの基準電圧バスラインに、当該１つの基準電圧バスラインに与える
べき基準電圧に代えて前記共通電極への供給電圧である共通電極信号と同等の電圧レベル
を与える電圧切換回路と、
　　前記各映像信号線に対応して設けられ、各水平走査期間内では、前記複数の基準電圧
バスラインのうち前記映像信号に応じた基準電圧の与えられた基準電圧バスラインを選択
して対応する映像信号線に接続すると共に、前記容量性負荷への印加電圧の極性が反転す
る時には、前記１つの基準電圧バスラインを選択して対応する映像信号線に接続する基準
電圧選択回路とを含むことを特徴とする。
【００１８】
　このような第５の発明によれば、１つの切換スイッチ手段としての電圧切換回路が増え
るが、１つの基準バスラインとそれに対応する各基準電圧選択回路内の切換スイッチ手段
とが基準電圧の選択と共通電極信号と同等の電圧レベルの選択とに共用される。これによ
り、全体としては第４の発明に比べて信号線駆動回路の回路量が更に低減されるので、信
号線駆動回路を実現するＩＣチップのサイズをより小さくすることができる。
【００１９】
　第６の発明は、第４または第５の発明において、
　前記共通電極信号と同等の電圧レベルは、前記共通電極信号であることを特徴とする。
【００２０】
　第７の発明は、第４または第５の発明において、
　前記駆動回路は、前記容量性負荷への印加電圧の極性反転に応じて前記共通電極の電位
を切り換える共通電極駆動回路を含み、
　前記映像信号線駆動回路と前記共通電極駆動回路とは、同一基板上または同一チップ内
に形成されたことを特徴とする。
【００２１】
　このような第７の発明によれば、映像信号線駆動回路は接続切換回路を介して共通電極
駆動回路と関連性を有するので、映像信号線駆動回路と共通電極駆動回路とが同一基板上
または同一チップ内に形成されることで、表示装置の構成が簡素化される。
【００２２】
　第８の発明は、水平および垂直走査に基づき表示すべき画像を示す映像信号としての電
圧を、互いに対向する第１および第２の電極によって形成される容量を含む容量性負荷に
印加し、かつ、当該容量性負荷への印加電圧の極性を水平走査線が切り換わる時に反転さ
せることで周期的に反転させる交流化駆動方式の表示装置における駆動回路であって、
　前記第２の電極を基準として前記画像に応じた電圧信号を前記第１の電極に供給する映
像信号線駆動回路と、
　前記容量性負荷への印加電圧の極性を反転させる時に、前記第１の電極を前記映像信号
線駆動回路から電気的に切り離すと共に前記第２の電極に供給される電圧と同等の電圧レ
ベルを提供する電極に短絡させる接続切換回路と、
　前記容量性負荷への印加電圧の極性反転に応じて第１の所定電圧と第２の所定電圧を交
互に前記第２の電極に与える第２電極駆動回路と
を備え、
　前記表示装置は、
　　前記第１の電極としての複数の映像信号線と、
　　前記複数の映像信号線と交差する複数の走査信号線と、
　　前記複数の映像信号線と前記複数の走査信号線との交差点にそれぞれ対応してマトリ
クス状に配置された複数の画素形成手段と、
　　前記複数の走査信号線を選択的に駆動する走査信号線駆動回路とを備え、
　前記各画素形成手段は、
　　対応する交差点を通過する走査信号線によってオンおよびオフされるスイッチング素
子と、
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　　対応する交差点を通過する映像信号線に前記スイッチング素子を介して接続される画
素電極と、
　　前記複数の画素形成手段に共通的に設けられ、前記容量性負荷に含まれる所定容量が
前記画素電極との間に形成されるように配置された前記第２の電極としての共通電極とを
含み、
　前記走査信号線駆動回路は、選択された走査信号線に前記スイッチング素子をオンさせ
る電圧を印加し、
　前記第２電極駆動回路は、前記接続切換回路が前記第１の電極と前記第２の電極に供給
される電圧と同等の電圧レベルを提供する電極とを短絡させている期間内に、前記第２の
電極としての前記共通電極に供給されている電圧を前記第１の所定電圧と前記第２の所定
電圧との間で切り換えることを特徴とする。
【００２３】
　第９の発明は、第８の発明において、
　前記第２の電極に供給される電圧と同等の電圧レベルを提供する電極は、前記第２の電
極としての前記共通電極であることを特徴とする。
【００２４】
　第１０の発明は、水平および垂直走査に基づき表示すべき画像を示す映像信号としての
電圧を、互いに対向する第１および第２の電極によって形成される容量を含む容量性負荷
に印加し、かつ、当該容量性負荷への印加電圧の極性を水平走査線が切り換わる時に反転
させることで周期的に反転させる交流化駆動方式の表示装置における駆動回路であって、
　前記第２の電極を基準として前記画像に応じた電圧信号を前記第１の電極に供給する映
像信号線駆動回路を備え、
　前記表示装置は、
　　前記第１の電極としての複数の映像信号線と、
　　前記複数の映像信号線と交差する複数の走査信号線と、
　　前記複数の映像信号線と前記複数の走査信号線との交差点にそれぞれ対応してマトリ
クス状に配置された複数の画素形成手段と、
　　前記複数の走査信号線を選択的に駆動する走査信号線駆動回路とを備え、
　前記各画素形成手段は、
　　対応する交差点を通過する走査信号線によってオンおよびオフされるスイッチング素
子と、
　　対応する交差点を通過する映像信号線に前記スイッチング素子を介して接続される画
素電極と、
　　前記複数の画素形成手段に共通的に設けられ、前記容量性負荷に含まれる所定容量が
前記画素電極との間に形成されるように配置された前記第２の電極としての共通電極とを
含み、
　前記走査信号線駆動回路は、選択された走査信号線に前記スイッチング素子をオンさせ
る電圧を印加し、
　前記映像信号線駆動回路は、
　　複数の基準電圧がそれぞれ与えられる複数の基準電圧バスラインと前記共通電極への
供給電圧である共通電極信号と同等の電圧レベルが与えられる１つの電圧バスラインとか
らなる所定数の電圧バスラインと、
　　前記各映像信号線に対応して設けられ、前記所定数の電圧バスラインのうちいずれか
１つの電圧バスラインを選択して対応する映像信号線に接続する電圧選択回路と
を含み、
　前記各電圧選択回路は、各水平走査期間内では、前記所定数の電圧バスラインのうち前
記映像信号に応じた基準電圧の与えられた電圧バスラインを選択して対応する映像信号線
に接続し、前記容量性負荷への印加電圧の極性が反転する時には、前記共通電極信号と同
等の電圧レベルの与えられた前記１つの電圧バスラインを選択して対応する映像信号線に
接続することを特徴とする。
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【００２５】
　第１１の発明は、水平および垂直走査に基づき表示すべき画像を示す映像信号としての
電圧を、互いに対向する第１および第２の電極によって形成される容量を含む容量性負荷
に印加し、かつ、当該容量性負荷への印加電圧の極性を水平走査線が切り換わる時に反転
させることで周期的に反転させる交流化駆動方式の表示装置における駆動回路であって、
　前記第２の電極を基準として前記画像に応じた電圧信号を前記第１の電極に供給する映
像信号線駆動回路を備え、
　前記表示装置は、
　　前記第１の電極としての複数の映像信号線と、
　　前記複数の映像信号線と交差する複数の走査信号線と、
　　前記複数の映像信号線と前記複数の走査信号線との交差点にそれぞれ対応してマトリ
クス状に配置された複数の画素形成手段と、
　　前記複数の走査信号線を選択的に駆動する走査信号線駆動回路とを備え、
　前記各画素形成手段は、
　　対応する交差点を通過する走査信号線によってオンおよびオフされるスイッチング素
子と、
　　対応する交差点を通過する映像信号線に前記スイッチング素子を介して接続される画
素電極と、
　　前記複数の画素形成手段に共通的に設けられ、前記容量性負荷に含まれる所定容量が
前記画素電極との間に形成されるように配置された前記第２の電極としての共通電極とを
含み、
　前記走査信号線駆動回路は、選択された走査信号線に前記スイッチング素子をオンさせ
る電圧を印加し、
　前記映像信号線駆動回路は、
　　前記複数の基準電圧がそれぞれ与えられる複数の基準電圧バスラインと、
　　前記容量性負荷への印加電圧の極性が反転する時には、前記複数の基準電圧バスライ
ンのうちいずれか１つの基準電圧バスラインに、当該１つの基準電圧バスラインに与える
べき基準電圧に代えて前記共通電極への供給電圧である共通電極信号と同等の電圧レベル
を与える電圧切換回路と、
　　前記各映像信号線に対応して設けられ、各水平走査期間内では、前記複数の基準電圧
バスラインのうち前記映像信号に応じた基準電圧の与えられた基準電圧バスラインを選択
して対応する映像信号線に接続すると共に、前記容量性負荷への印加電圧の極性が反転す
る時には、前記１つの基準電圧バスラインを選択して対応する映像信号線に接続する基準
電圧選択回路とを含むことを特徴とする。
【００２６】
　第１２の発明は、水平および垂直走査に基づき表示すべき画像を示す映像信号としての
電圧を、互いに対向する第１および第２の電極によって形成される容量を含む容量性負荷
に印加し、かつ、当該容量性負荷への印加電圧の極性を水平走査線が切り換わる時に反転
させることで周期的に反転させる交流化駆動方式の表示装置における駆動回路による駆動
方法であって、
　前記第２の電極を基準として前記画像に応じた電圧信号を前記第１の電極に供給する映
像信号供給ステップと、
　前記容量性負荷への印加電圧の極性が反転する時に、前記駆動回路のうち前記電圧信号
を前記第１の電極に供給する回路部分から前記第１の電極を電気的に切り離すと共に、前
記第１の電極と前記第２の電極に供給される電圧と同等の電圧レベルを提供する電極とを
短絡させる接続切換ステップと、
　前記容量性負荷への印加電圧の極性反転に応じて第１の所定電圧と第２の所定電圧を交
互に第２の電極に与える第２電極駆動ステップと
を備え、
　前記表示装置は、
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　　前記第１の電極としての複数の映像信号線と、
　　前記複数の映像信号線と交差する複数の走査信号線と、
　　前記複数の映像信号線と前記複数の走査信号線との交差点にそれぞれ対応してマトリ
クス状に配置された複数の画素形成手段と、
　　前記複数の走査信号線を選択的に駆動する走査信号線駆動回路とを備え、
　前記各画素形成手段は、
　　対応する交差点を通過する走査信号線によってオンおよびオフされるスイッチング素
子と、
　　対応する交差点を通過する映像信号線に前記スイッチング素子を介して接続される画
素電極と、
　　前記複数の画素形成手段に共通的に設けられ、前記容量性負荷に含まれる所定容量が
前記画素電極との間に形成されるように配置された前記第２の電極としての共通電極とを
含み、
　前記走査信号線駆動回路は、選択された走査信号線に前記スイッチング素子をオンさせ
る電圧を印加し、
　前記第２電極駆動ステップでは、前記第１の電極と前記第２の電極に供給される電圧と
同等の電圧レベルを提供する電極とが短絡されている期間内に、前記第２の電極としての
前記共通電極に供給されている電圧が前記第１の所定電圧と前記第２の所定電圧との間で
切り換わることを特徴とする。
【００２７】
　第１３の発明は、第１２の発明において、
　前記第２の電極に供給される電圧と同等の電圧レベルを提供する電極は、前記第２の電
極としての前記共通電極であることを特徴とする。
【００２８】
　第１４の発明は、水平および垂直走査に基づき表示すべき画像を示す映像信号としての
電圧を、互いに対向する第１および第２の電極によって形成される容量を含む容量性負荷
に印加し、かつ、当該容量性負荷への印加電圧の極性を水平走査線が切り換わる時に反転
させることで周期的に反転させる交流化駆動方式の表示装置における駆動回路による駆動
方法であって、
　前記第２の電極を基準として前記画像に応じた電圧信号を前記第１の電極に供給する映
像信号供給ステップを備え、
　前記表示装置は、
　　前記第１の電極としての複数の映像信号線と、
　　前記複数の映像信号線と交差する複数の走査信号線と、
　　前記複数の映像信号線と前記複数の走査信号線との交差点にそれぞれ対応してマトリ
クス状に配置された複数の画素形成手段と、
　　前記複数の走査信号線を選択的に駆動する走査信号線駆動回路とを備え、
　前記各画素形成手段は、
　　対応する交差点を通過する走査信号線によってオンおよびオフされるスイッチング素
子と、
　　対応する交差点を通過する映像信号線に前記スイッチング素子を介して接続される画
素電極と、
　　前記複数の画素形成手段に共通的に設けられ、前記容量性負荷に含まれる所定容量が
前記画素電極との間に形成されるように配置された前記第２の電極としての共通電極とを
含み、
　前記走査信号線駆動回路は、選択された走査信号線に前記スイッチング素子をオンさせ
る電圧を印加し、
　前記映像信号供給ステップは、前記各映像信号線に対応して設けられ、複数の基準電圧
がそれぞれ与えられる複数の基準電圧バスラインと前記共通電極への供給電圧である共通
電極信号と同等の電圧レベルが与えられる１つの電圧バスラインとからなる所定数の電圧
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バスラインのうちいずれか１つの電圧バスラインを選択して対応する映像信号線に接続す
る電圧選択ステップを含み、
　前記各電圧選択ステップでは、各水平走査期間内には、前記所定数の電圧バスラインの
うち前記映像信号に応じた基準電圧の与えられた電圧バスラインが選択されて対応する映
像信号線に接続され、前記容量性負荷への印加電圧の極性が反転する時には、前記共通電
極信号と同等の電圧レベルの与えられた前記１つの電圧バスラインが選択されて対応する
映像信号線に接続されることを特徴とする。
【００２９】
　第１５の発明は、水平および垂直走査に基づき表示すべき画像を示す映像信号としての
電圧を、互いに対向する第１および第２の電極によって形成される容量を含む容量性負荷
に印加し、かつ、当該容量性負荷への印加電圧の極性を水平走査線が切り換わる時に反転
させることで周期的に反転させる交流化駆動方式の表示装置における駆動回路による駆動
方法であって、
　前記第２の電極を基準として前記画像に応じた電圧信号を前記第１の電極に供給する映
像信号供給ステップを備え、
　前記表示装置は、
　　前記第１の電極としての複数の映像信号線と、
　　前記複数の映像信号線と交差する複数の走査信号線と、
　　前記複数の映像信号線と前記複数の走査信号線との交差点にそれぞれ対応してマトリ
クス状に配置された複数の画素形成手段と、
　　前記複数の走査信号線を選択的に駆動する走査信号線駆動回路とを備え、
　前記各画素形成手段は、
　　対応する交差点を通過する走査信号線によってオンおよびオフされるスイッチング素
子と、
　　対応する交差点を通過する映像信号線に前記スイッチング素子を介して接続される画
素電極と、
　　前記複数の画素形成手段に共通的に設けられ、前記容量性負荷に含まれる所定容量が
前記画素電極との間に形成されるように配置された前記第２の電極としての共通電極とを
含み、
　前記走査信号線駆動回路は、選択された走査信号線に前記スイッチング素子をオンさせ
る電圧を印加し、
　前記映像信号供給ステップは、
　　前記容量性負荷への印加電圧の極性が反転する時には、複数の基準電圧がそれぞれ与
えられる複数の基準電圧バスラインのうちいずれか１つの基準電圧バスラインに、当該１
つの基準電圧バスラインに与えるべき基準電圧に代えて前記共通電極への供給電圧である
共通電極信号と同等の電圧レベルを与える電圧切換ステップと、
　　前記各映像信号線に対応して設けられ、各水平走査期間内には、前記複数の基準電圧
バスラインのうち前記映像信号に応じた基準電圧の与えられた基準電圧バスラインを選択
して対応する映像信号線に接続し、前記容量性負荷への印加電圧の極性が反転する時には
、前記１つの基準電圧バスラインを選択して対応する映像信号線に接続する基準電圧選択
ステップとを含むことを特徴とする。
【００３０】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の実施形態について添付図面を参照して説明する。
＜１．第１の実施形態＞
＜１．１　全体の構成および動作＞
　図１は、本発明の第１の実施形態に係る液晶表示装置の構成を示すブロック図である。
この液晶表示装置は、表示制御回路１０と、映像信号線駆動回路２１と、走査信号線駆動
回路２２と、共通電極駆動回路２３と、電源回路３０と、アクティブマトリクス型液晶パ
ネル４０とを備えており、液晶の劣化等を抑えるために、液晶層に印加される電圧の極性
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を１水平走査期間毎に反転する交流化駆動を行う。
【００３１】
　この液晶表示装置における表示部としての液晶パネル４０は、外部のＣＰＵ等から受け
取る画像データＤｖの表す画像における水平走査線にそれぞれが対応する複数本の走査信
号線Ｌｇと、それら複数本の走査信号線Ｌｇのそれぞれと交差する複数本の映像信号線Ｌ
ｓと、それら複数本の走査信号線Ｌｇと複数本の映像信号線Ｌｓとの交差点にそれぞれ対
応して設けられた複数の画素形成部とを含む。これら複数の画素形成部はマトリクス状に
配置され、各画素形成部は、基本的には従来のアクティブマトリクス型液晶パネルにおけ
る構成と同様の構成であって、対応する交差点を通過する映像信号線Ｌｓにソース端子が
接続されたスイッチング素子としてのＴＦＴと、そのＴＦＴのドレイン端子に接続された
画素電極と、上記複数の画素形成部に共通的に設けられた対向電極である共通電極Ｅｃと
、上記複数の画素形成部に共通的に設けられ画素電極と共通電極Ｅｃとの間に挟持された
液晶層とからなる。そして、画素電極と共通電極Ｅｃとそれらの間に挟持された液晶層と
により画素容量Ｃｐが形成される。以下、このような液晶表示装置につき詳述するが、こ
のような液晶表示装置としては、画素電極を形成するＴＦＴ基板とは異なる対向基板に共
通電極Ｅｃを形成するタイプの液晶表示装置や、対向基板ではなくＴＦＴ基板に共通電極
Ｅｃを形成するタイプの液晶表示装置などがある。なお以下では、液晶パネル４０はｎ本
の映像信号線Ｌｓを備えるものとし、液晶パネル４０における表示の階調数は６４として
説明する。
【００３２】
　本実施形態では、液晶パネル４０に表示すべき画像（映像に限らずテキスト、グラフィ
ック等も含む）を表す（狭義の）画像データおよび表示動作のタイミング等を決めるデー
タである表示制御データ（例えば表示用クロックの周波数を示すデータ）は、外部のＣＰ
Ｕ等から表示制御回路１０に送られる（以下、外部から送られるこれらのデータを「広義
の画像データ」といい、符号“Ｄｖ”で示すものとする）。すなわち、外部のＣＰＵ等は
、広義の画像データＤｖを構成する（狭義の）画像データおよび表示制御データを、アド
レス信号ＡＤｗを表示制御回路１０に供給して、表示制御回路１０内の後述の表示メモリ
およびレジスタにそれぞれ書き込む。
【００３３】
　表示制御回路１０は、レジスタに書き込まれた表示制御データに基づき、表示用のクロ
ック信号ＣＫや、水平同期信号ＨＳＹ、垂直同期信号ＶＳＹを生成し、さらに水平同期信
号ＨＳＹに基づき、交流化駆動のための極性反転制御信号φ、短絡制御信号Ｃｓｈ、およ
びアンプ休止制御信号Ｃａｓを生成する。また、表示制御回路１０は、外部のＣＰＵ等に
よって表示メモリに書き込まれた画像データを読み出して、３種類のデジタル画像信号Ｄ
ｒ，Ｄｇ，Ｄｂとして出力する。ここで、デジタル画像信号Ｄｒは、表示すべき画像の赤
色成分を表す画像信号（以下「赤色画像信号」という）であり、デジタル画像信号Ｄｇは
、表示すべき画像の緑色成分を表す画像信号（以下「緑色画像信号」という）であり、デ
ジタル画像信号Ｄｂは、表示すべき画像の青色成分を表す画像信号（以下「青色画像信号
」という）である。このようにして表示制御回路１０によって生成される信号のうち、ク
ロック信号ＣＫは映像信号線駆動回路２１に、水平同期信号ＨＳＹおよび垂直同期信号Ｖ
ＳＹは走査信号線駆動回路２２に、デジタル画像信号Ｄｒ，Ｄｇ，Ｄｂ、アンプ休止制御
信号Ｃａｓおよび短絡制御信号Ｃｓｈは映像信号線駆動回路２１に、極性反転制御信号φ
は共通電極駆動回路２３および電源回路３０に、それぞれ供給される。なお既述のように
、本実施形態における画像表示の階調数は６４であるものとしているので、３種類のデジ
タル画像信号Ｄｒ，Ｄｇ，Ｄｂのそれぞれのビット数は６ビットであり、表示制御回路１
０から映像信号線駆動回路２１にデジタル画像信号Ｄｒ，Ｄｇ，Ｄｂを供給するための信
号線として、６×３＝１８本の信号線が配線される。
【００３４】
　電源回路３０は、表示制御回路１０や、映像信号線駆動回路２１、走査信号線駆動回路
２２、共通電極駆動回路２３を動作させるための電源電圧をそれらの回路に供給すると共
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に、液晶パネル４０に印加すべき信号を生成するための基準となる電圧である基準電圧を
、映像信号線駆動回路２１、走査信号線駆動回路２２、および共通電極駆動回路２３に供
給する。ここで、映像信号線駆動回路２１に供給される基準電圧Ｖｒ１，Ｖｒ２のそれぞ
れの値は、予め設定された２種類の値の間で極性反転制御信号φに応じて交互に切り替わ
り、極性反転制御信号φがＨレベルのときにはＶｒ１＜Ｖｒ２なる所定値となり、極性反
転制御信号φがＬレベルのときにはＶｒ１＞Ｖｒ２なる所定値となる。また、共通電極駆
動回路２３には、基準電圧としてＶＨ＞ＶＬなる２種類の電圧ＶＨ，ＶＬが供給される。
【００３５】
　映像信号線駆動回路２１には、上記のようにして、液晶パネル４０に表示すべき画像を
表すデータが画素単位でシリアルにデジタル画像信号Ｄｒ，Ｄｇ，Ｄｂとして供給される
と共に、タイミングを示す信号および制御信号としてのクロック信号ＣＫ、アンプ休止制
御信号Ｃａｓおよび短絡制御信号Ｃｓｈや、基準電圧Ｖｒ１，Ｖｒ２が供給される。映像
信号線駆動回路２１は、これらの信号および基準電圧に基づき、液晶パネル４０を駆動す
るための画像信号（以下「映像駆動信号」という）を映像信号線毎に生成し、これを液晶
パネル４０における対応する映像信号線Ｌｓに印加する。
【００３６】
　走査信号線駆動回路２２は、水平同期信号ＨＳＹおよび垂直同期信号ＶＳＹに基づき、
液晶パネル４０における走査信号線Ｌｇを１水平走査期間ずつ交番かつ順次に選択するた
めに各走査信号線Ｌｇに印加すべき走査信号を生成し、全走査信号線Ｌｇのそれぞれを順
に選択するためのアクティブな走査信号（ＴＦＴをオンさせる電圧）の各走査信号線Ｌｇ
への印加を１垂直走査期間を周期として繰り返す。
【００３７】
　共通電極駆動回路２３は、液晶パネル４０の共通電極Ｅｃに所定の電位を与えるための
共通電極信号Ｖｃｏｍを生成する。本実施形態では、映像信号線Ｌｓの電圧の振幅を抑え
るために交流化駆動に応じて共通電極Ｅｃの電位をも変化させている。すなわち、共通電
極駆動回路２３は、表示制御回路１０からの極性反転制御信号φに応じて、１水平走査期
間毎に２種類の基準電圧ＶＨとＶＬとの間で交互に切り換わる電圧信号、すなわち、極性
反転制御信号φがＨレベルのときにはＶＬとなり極性反転制御信号φがＬレベルのときに
はＶＨとなる電圧信号を生成し（ＶＨ＞ＶＬ）、これを共通電極信号Ｖｃｏｍとして液晶
パネル４０における共通電極Ｅｃに供給する。これにより、共通電極Ｅｃの電位を基準と
する映像信号線Ｌｓの電圧の正負極性を、映像信号線Ｌｓの電圧の振幅を抑えつつ１水平
走査期間毎に反転することができる。
【００３８】
　上記のようにして液晶パネル４０において、映像信号線Ｌｓには映像信号線駆動回路２
１からデジタル画像信号Ｄｒ，Ｄｇ，Ｄｂに基づく映像駆動信号が供給され、走査信号線
Ｌｇには走査信号線駆動回路２２から走査信号が供給され、共通電極Ｅｃには共通電極駆
動回路２３から共通電極信号Ｖｃｏｍが供給される。これにより、液晶層には、デジタル
画像信号Ｄｒ，Ｄｇ，Ｄｂに応じて画素電極と共通電極Ｅｃとの電位差に相当する電圧が
印加され、この印加電圧は１水平走査期間毎に極性が反転する。液晶パネル４０は、この
印加電圧によって液晶層の光透過率を制御することにより、外部のＣＰＵ等から受け取っ
た画像データの表すカラー画像を表示する。
【００３９】
＜１．２　表示制御回路＞
　図２は、上記液晶表示装置における表示制御回路１０の構成を示すブロック図である。
この表示制御回路１０は、入力制御回路１１と、表示メモリ１２と、レジスタ１３と、タ
イミング発生回路１４と、メモリ制御回路１５と、極性切換制御回路１６とを備えている
。
【００４０】
　この表示制御回路１０が外部のＣＰＵ等から受け取る広義の画像データＤｖを示す信号
（以下、この信号も符号“Ｄｖ”で表すものとする）およびアドレス信号ＡＤｗは、入力
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制御回路１１に入力される。入力制御回路１１は、アドレス信号ＡＤｗに基づき、広義の
画像データＤｖを、３種類のカラー画像データＲ，Ｇ，Ｂと表示制御データＤｃとに振り
分ける。そして、カラー画像データＲ，Ｇ，Ｂを表す信号（以下、これらの信号も符号“
Ｒ”，“Ｇ”，“Ｂ”で表すものとする）をアドレス信号ＡＤｗに基づくアドレス信号Ａ
Ｄと共に表示メモリ１２に供給することで、３種類の画像データＲ，Ｇ，Ｂを表示メモリ
１２に書き込むと共に、表示制御データＤｃをレジスタ１３に書き込む。ここで、３種類
の画像データＲ，Ｇ，Ｂは、画像データＤｖの表す画像の赤色成分、緑色成分、青色成分
をそれぞれ表すデータである。表示制御データＤｃは、クロック信号ＣＫの周波数や画像
データＤｖの表す画像を表示するための水平走査期間および垂直走査期間を指定するタイ
ミング情報を含んでいる。
【００４１】
　タイミング発生回路（以下「ＴＧ」と略記する）１４は、レジスタ１３が保持する表示
制御データに基づき、クロック信号ＣＫ、水平同期信号ＨＳＹおよび垂直同期信号ＶＳＹ
を生成する。また、ＴＧ１４は、表示メモリ１２およびメモリ制御回路１５をクロック信
号ＣＫに同期させて動作させるためのタイミング信号を生成する。
【００４２】
　メモリ制御回路１５は、外部から入力されて入力制御回路１１を介して表示メモリ１２
に格納された画像データＲ，Ｇ，Ｂのうち、液晶パネル４０に表示すべき画像を表すデー
タを読み出すためのアドレス信号ＡＤｒと、表示メモリ１２の動作を制御するための信号
とを生成する。これらのアドレス信号ＡＤｒおよび制御信号は表示メモリ１２に与えられ
、これにより、液晶パネル４０に表示すべき画像の赤色成分、緑色成分、青色成分を表す
データがそれぞれ赤色画像信号Ｄｒ、緑色画像信号Ｄｇ、青色画像信号Ｄｂとして表示メ
モリ１２から読み出され、表示制御回路１０から出力される。これら３種類のデジタル画
像信号Ｄｒ，Ｄｇ，Ｄｂは、既述のように映像信号線駆動回路２１に供給される。
【００４３】
　極性切換制御回路１６は、ＴＧ１４によって生成された水平同期信号ＨＳＹに基づき、
アンプ休止制御信号Ｃａｓおよび短絡制御信号Ｃｓｈを生成する。ここで、アンプ休止制
御信号Ｃａｓは、共通電極Ｅｃの電位を基準とする映像信号線Ｌｓの電圧の極性を反転さ
せる際（以下「極性反転時」という）に映像信号線駆動回路２１における後述の各バッフ
ァ回路を所定期間だけ休止させるための制御信号であり、短絡制御信号Ｃｓｈは、極性反
転時に各映像信号線Ｌｓと共通電極Ｅｃとを所定期間だけ短絡させるための制御信号であ
る。これらのアンプ休止制御信号Ｃａｓおよび短絡制御信号Ｃｓｈは、既述のように映像
信号線駆動回路２１に供給される。
【００４４】
＜１．３　映像信号線駆動回路＞
　図３は、上記の液晶表示装置における映像信号線駆動回路２１の構成を示す回路図であ
る。この映像信号線駆動回路２１は、液晶パネル４０における複数の映像信号線Ｌｓのそ
れぞれに供給すべき映像駆動信号を生成する回路であり、液晶パネル４０におけるｎ本の
映像信号線Ｌｓにｎ種類の映像駆動信号がそれぞれ供給される。この映像信号線駆動回路
２１は、サンプリング・ラッチ回路１１０と、デコード回路１２０と、ｎ個の基準電圧選
択回路１３１～１３ｎと、ｎ個のバッファ回路１５１～１５ｎと、ｎ個のオン－オフ・ス
イッチである休止制御回路１４１～１４ｎと、ｎ個の切換スイッチ１６１～１６ｎからな
る接続切換回路１６０と、各バッファ回路１５１～１５ｎに供給すべきアンプバイアスＶ
ｂａを生成するバイアス生成回路１７０と、分圧用抵抗Ｒと、画像表示の階調数に対応す
る数の基準電圧すなわち６４種類の基準電圧を各基準電圧選択回路１３１～１３ｎに供給
するための６４本の基準電圧バスラインＬ１～Ｌ６４と、ｎ本の映像信号線Ｌｓにそれぞ
れ接続されるｎ個の出力端子Ｔ１～Ｔｎとを備えている。
【００４５】
　上記構成の映像信号線駆動回路２１において、サンプリング・ラッチ回路１１０には、
６ビットの画像信号Ｒ５～Ｒ０からなる赤色画像信号Ｄｒと、６ビットの画像信号Ｇ５～
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Ｇ０からなる緑色画像信号Ｄｇと、６ビットの画像信号Ｂ５～Ｂ０からなる青色画像信号
Ｄｂとを表示制御回路１０から受け取り、これらの画像信号Ｒ５～Ｒ０，Ｇ５～Ｇ０，Ｂ
５～Ｂ０をサンプリングしてラッチし、ラッチ後の画像信号を内部画像信号として出力す
る。これらの内部画像信号は、デコード回路１２０に入力される。
【００４６】
　デコード回路１２０は、サンプリング・ラッチ回路１１０からの内部画像信号に基づき
、ｎ本の映像信号線Ｌｓにそれぞれ対応するｎ群のデコード出力を生成し、ｎ群のデコー
ド出力は、ｎ個の基準電圧選択回路１３１～１３ｎにそれぞれ入力される。これらのｎ群
のデコード出力のそれぞれは、６４個の信号から構成され、それら６４個の信号のうちい
ずれか１つが上記内部画像信号に応じてアクティブとなり、他の信号は非アクティブとな
る。
【００４７】
　分圧用抵抗Ｒは、一端に第１の基準電圧Ｖｒ１が他端に第２の基準電圧Ｖｒ２がそれぞ
れ与えられて分圧回路を構成し、この分圧回路は、第１および第２の基準電圧Ｖｒ１，Ｖ
ｒ２以外に６２種類の基準電圧を生成する。このようにして生成される６２種類の基準電
圧と第１および第２の基準電圧Ｖｒ１，Ｖｒ２とからなる６４種類の基準電圧は、６４本
の基準電圧バスラインＬ１～Ｌ６４にそれぞれ与えられ、これらの基準電圧バスラインＬ
１～Ｌ６４によって各基準電圧選択回路１３１～１３ｎに供給される。ここで、６４種類
の基準電圧のそれぞれは、画像表示の各階調に応じた電圧を画素電極と共通電極Ｅｃとの
間に印加するために使用される。
【００４８】
　ｎ個の基準電圧選択回路１３１～１３ｎは、ｎ本の映像信号線Ｌｓにそれぞれ対応し、
各基準電圧選択回路１３１～１３ｎは、階調数に等しい個数すなわち６４個のスイッチを
含む。各基準電圧選択回路１３１～１３ｎにおける６４個のスイッチには、その基準電圧
選択回路に入力されるデコード出力を構成する６４個の信号がそれぞれ制御信号として入
力される。そして、各スイッチは、それに入力される制御信号がアクティブであればオン
し、非アクティブであればオフする。このようなスイッチにより、各基準電圧選択回路１
３１～１３ｎは、それに入力されるデコード出力に応じて、６４本の基準電圧バスライン
Ｌ１～Ｌ６４で供給される６４種類の基準電圧のうちのいずれかを選択し、選択された基
準電圧（以下「選択基準電圧」という）を出力する。このようにしてｎ個の基準電圧選択
回路からそれぞれ出力されるｎ個の選択基準電圧は、ｎ個のバッファ回路１５１～１５ｎ
にそれぞれ入力される。
【００４９】
　各バッファ回路１５１～１５ｎは、アンプバイアスＶｂａが供給されている間は、電圧
ホロワ、すなわち、入力インピーダンスが極めて高く、且つ出力インピーダンスが極めて
低く、電圧利得がほぼ１である増幅器として機能し、一方、アンプバイアスＶｂａの供給
が停止されると、休止状態、すなわち、その消費電力は無視できる程度となり、且つその
出力は高インピーダンス状態となる。
【００５０】
　各バッファ回路１５１～１５ｎには、休止制御回路１４１～１４ｎが付設され、各休止
制御回路１４１～１４ｎは、それが付設されるバッファ回路１５１～１５ｎへのアンプバ
イアスＶｂａの供給を制御する。すなわち、図５（ｄ）に示すようなアンプ休止制御信号
Ｃａｓが表示制御回路１０から映像信号線駆動回路２１に供給され、各休止制御回路１４
１～１４ｎは、アンプ休止制御信号ＣａｓがＨレベルのときには各バッファ回路１５１～
１５ｎへのアンプバイアスＶｂａの供給を許容し、アンプ休止制御信号ＣａｓがＬレベル
のときにはアンプバイアスＶｂａの各バッファ回路１５１～１５ｎへ供給を遮断する。な
お、短絡制御信号ＣｓｈがＨレベルとなる期間（これは各映像信号線Ｌｓと共通電極Ｅｃ
とを短絡させる期間に相当する）は、アンプ休止制御信号ＣａｓがＬレベルとなる期間（
以下「アンプ休止期間」という）と同一（図５（ｂ））か、または、そのアンプ休止期間
に含まれる所定期間となる（図５（ｃ））。したがって、各映像信号線Ｌｓが共通電極Ｅ
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ｃと短絡している時には、バッファ回路１５１～１５ｎの出力は常に高インピーダンス状
態となっている。
【００５１】
　ｎ個のバッファ回路１５１～１５ｎの出力信号は、接続切換回路１６０を構成するｎ個
の切換スイッチ１６１～１６ｎにそれぞれ入力される。各切換スイッチ１６１～１６ｎは
第１～第３の端子を有し、各切換スイッチ１６１～１６ｎに入力された上記出力信号は第
１の端子に与えられる。また、各切換スイッチ１６１～１６ｎには、共通電極駆動回路２
３からの共通電極信号Ｖｃｏｍも入力され、各切換スイッチ１６１～１６ｎにおける第２
の端子に与えられる。切換スイッチ１６１～１６ｎにおける第３の端子は、映像信号線駆
動回路２１の出力端子Ｔ１～Ｔｎにそれぞれ接続されており、これらｎ個の出力端子Ｔ１
～Ｔｎは、液晶パネル４０におけるｎ本の映像信号線Ｌｓにそれぞれ接続される。そして
、各切換スイッチ１６１～１６ｎは、その第３の端子に対し、短絡制御信号ＣｓｈがＬレ
ベルのときには第１の端子を接続し、短絡制御信号ＣｓｈがＨレベルのときには第２の端
子を接続する。これにより、短絡制御信号ＣｓｈがＬレベルのときには、各バッファ回路
１５１～１５ｎの出力信号が各映像信号線Ｌｓに供給され、短絡制御信号ＣｓｈがＨレベ
ルのときには、共通電極信号Ｖｃｏｍが各映像信号線Ｌｓに供給される。したがって、短
絡制御信号ＣｓｈがＨレベルのときには、共通電極信号Ｖｃｏｍを伝達する信号線と各映
像信号線Ｌｓとが短絡されることになる。これは、共通電極Ｅｃと各映像信号線Ｌｓとの
短絡を意味する。
【００５２】
＜１．４　共通電極駆動回路＞
　図４は、上記構成の液晶表示装置における共通電極駆動回路２３の各種の構成例を示す
回路図である。一般に共通電極駆動回路には、高い駆動能力が必要とされることから、通
常、自己の消費電力が大きくなるアナログバッファ方式ではなくスイッチ回路を用いた方
式が採用されている。そこで、図４に示した各構成例も、アナログバッファ方式ではなく
、スイッチング素子としてのＭＯＳトランジスタを用いたスイッチ回路方式となっている
。
【００５３】
　第１の構成例では、図４（ａ）に示すように、共通電極駆動回路はｐチャネルＭＯＳト
ランジスタ（以下「ｐＭＯＳ」という）とｎチャネルＭＯＳトランジス（以下「ｎＭＯＳ
」という）とからなり、両ＭＯＳトランジスタのドレイン端子が互いに接続され、ｐＭＯ
Ｓのソース端子は基準電圧ＶＨの与えられる電源ラインＶＤＤに、ｎＭＯＳのソース端子
は基準電圧ＶＬの与えられる接地ラインにそれぞれ接続される。そして、両ＭＯＳトラン
ジスタのゲート端子には極性反転制御信号φが入力され、互いに接続された両ＭＯＳトラ
ンジスタのドレイン端子の電圧が共通電極信号Ｖｃｏｍとして出力される。したがって、
共通電極信号Ｖｃｏｍは、極性反転制御信号φがＨレベルのときにはＶＬ（接地レベル）
となり、極性反転制御信号φがＬレベルのときにはＶＨ（所定の正の電源電圧）となる。
【００５４】
　第２の構成例では、図４（ｂ）に示すように、共通電極駆動回路は、互いに並列に接続
されたｐＭＯＳとｎＭＯＳとからなるアナログスイッチを２個用いて構成され、第１のア
ナログスイッチの一端には基準電圧ＶＨが、第２のアナログスイッチの一端には基準電圧
ＶＬがそれぞれ与えられると共に、両アナログスイッチの他端は互いに接続されている。
また、第１のアナログスイッチを構成するｐＭＯＳおよび第２のアナログスイッチを構成
するｎＭＯＳのゲート端子には極性反転制御信号φが入力され、第１のアナログスイッチ
を構成するｎＭＯＳおよび第２のアナログスイッチを構成するｐＭＯＳのゲート端子には
極性反転制御信号の反転信号φｂが入力される。そして、両アナログスイッチが互いに接
続される接続点における電圧が共通電極信号Ｖｃｏｍとして出力される。したがって、こ
の構成例においても、共通電極信号Ｖｃｏｍは、極性反転制御信号φがＨレベルのときに
はＶＬとなり、極性反転制御信号φがＬレベルのときにはＶＨとなる。
【００５５】
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　第３の構成例では、図４（ｃ）に示すように、共通電極駆動回路は、ｐＭＯＳとｎＭＯ
Ｓからなる第１の構成例と同様の回路に加えて、ＤＣバイアス回路と直流遮断用コンデン
サとを含み、ｐＭＯＳおよびｎＭＯＳのドレイン端子は、その直流遮断用コンデンサを介
してＤＣバイアス回路の出力端子と接続され、その接続点の電圧が共通電極信号Ｖｃｏｍ
として出力される。これにより、共通電極信号Ｖｃｏｍは、第１の構成例と同様の振幅（
ＶＨ－ＶＬ）を維持したままで、ＤＣバイアス回路によってその値が調整されることにな
る。
【００５６】
＜１．５　液晶パネルの駆動方法＞
　次に、上記構成の液晶表示装置における液晶パネルの駆動方法について説明する。
【００５７】
　従来の液晶表示装置では、液晶パネルにおける液晶層への印加電圧の極性を１水平走査
期間毎に反転する交流化駆動を行うと共に、映像信号線の電圧の振幅を抑えるために共通
電極信号も交流化するという駆動方法を採用した場合、液晶パネルにおける映像信号線の
電位Ｖｖは図６（ａ）に示すように変化し、共通電極信号Ｖｃｏｍすなわち共通電極Ｅｃ
の電位は図６（ｂ）に示すように変化する。ただし、映像信号線の電位Ｖｖは、映像信号
線駆動回路と映像信号線との接続点から充分に離れた位置での電位を示すものとする（以
下においても同様）。図６（ａ）に示されているように従来の液晶表示装置において、映
像信号線駆動回路は、ノーマリホワイトモードの場合、最大で、黒表示のために液晶層に
印加すべき電圧の２倍分だけ映像駆動信号を変化させる必要がある。
【００５８】
　これに対し本実施形態では、水平同期信号ＨＳＹに基づき図７（ｃ）に示すような短絡
制御信号Ｃｓｈが生成され、共通電極Ｅｃの電位を基準とする映像信号線Ｌｓの電圧の極
性を反転させる際に、液晶パネル４０における各映像信号線Ｌｓは、その短絡制御信号Ｃ
ｓｈに基づき、映像信号線駆動回路２１から電気的に切り離されると共に共通電極Ｅｃに
短絡される。すなわち、１水平期間毎の極性反転時において、その直前に選択されていた
走査信号線Ｌｇに印加される走査信号Ｇ（ｊ）が非アクティブ（Ｌレベル）になって、当
該走査信号線Ｌｇに接続される全てのＴＦＴがオフした後、例えば時刻ｔ１（図７（ａ）
参照）に短絡制御信号ＣｓｈがＨレベルとなり、液晶パネル４０における各映像信号線Ｌ
ｓは、接続切換回路１６０により、映像信号線駆動回路２１から電気的に切り離されて、
共通電極信号Ｖｃｏｍを伝達する信号線に接続される。そして、各映像信号線Ｌｓと共通
電極Ｅｃとが短絡されている期間（以下「短絡期間」といい、これは短絡制御信号Ｃｓｈ
がＨレベルとなる期間と同一視できる）内に、各映像信号線Ｌｓと共通電極Ｅｃの間に形
成される容量による蓄積電荷が放電されて、例えば時刻ｔ２に各映像信号線Ｌｓと共通電
極Ｅｃとがほぼ同電位となる。また、図７（ｂ）（ｃ）に示すように、短絡期間内に、共
通電極Ｅｃの電位を基準とする映像信号線Ｌｓの電圧の正負極性が極性反転制御信号φに
基づき反転する（以下、この正負極性の反転を単に「極性反転」といい、極性反転が行わ
れている期間を「極性反転期間」という）。したがって、短絡期間内に共通電極信号Ｖｃ
ｏｍの値も２種類の基準電圧ＶＬとＶＨとの間で切り替わる。この共通電極信号Ｖｃｏｍ
の値の切り替えによって映像信号線Ｌｓの電位Ｖｖも、共通電極信号Ｖｃｏｍの変化分だ
け変化する。その後、短絡制御信号ＣｓｈがＨレベルからＬレベルへと変化すると、映像
信号線駆動回路２１内のバッファ回路１５１～１５ｎが映像信号線にＬｓに接続される。
そして、極性反転期間経過後の例えば時刻ｔ３に、極性反転された映像駆動信号の各映像
信号線Ｌｓへの供給が開始され、次に選択される走査信号線Ｌｇに接続されるＴＦＴがオ
ンすると（図７（ｅ）参照）、それらのＴＦＴに接続される画素電極に映像駆動信号が与
えられる。
【００５９】
　上記のような駆動方法によれば、液晶パネル４０における映像信号線Ｌｓの電位Ｖｖの
波形（電圧波形）は、図７（ａ）に示すようになる。この電圧波形のうち短絡制御信号Ｃ
ｓｈがＬレベルの区間の波形は、映像信号線駆動回路２１内の出力バッファ回路１５１～
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１５ｎの出力信号に基づく波形である。図７（ａ）を図６（ａ）と比較すればわかるよう
に、本実施形態では、液晶層に印加される電圧を実質的に変更することなく、映像信号線
駆動回路２１内の出力バッファ回路１５１～１５ｎが変化させるべき映像信号線Ｌｓの電
圧振幅を従来に比べて格段に小さくすることができる。すなわち、各映像信号線Ｌｓと共
通電極Ｅｃとを接続切換回路１６０によって短絡させるという動作（以下、単に「短絡動
作」という）により、各映像信号線Ｌｓと共通電極Ｅｃとがほぼ同電位となるので、映像
信号線駆動回路２１内のバッファ回路１５１～１５ｎによる映像信号線Ｌｓの電位Ｖｖの
変化量Δ１は、従来の映像信号線駆動回路内のバッファ回路による映像信号線Ｌｓの電位
Ｖｖの変化量Δ０（図６（ａ））のほぼ半分程度となる。
【００６０】
　ここでは、短絡期間内に各映像信号線Ｌｓと共通電極Ｅｃとはほぼ同電位になることを
前提としているが、この前提が成立するためには、液晶パネル４０において映像信号線Ｌ
ｓと共通電極Ｅｃの間に形成される容量の値と映像信号線Ｌｓの抵抗値とに応じて、短絡
制御信号ＣｓｈがＨレベルとなる短絡期間（短絡制御信号Ｃｓｈのパルス幅）を設定する
必要がある。ところで、抵抗とコンデンサからなる集中定数回路（積分回路）においてコ
ンデンサに蓄積された電荷を放電させる場合、抵抗値と容量値との乗算値である時定数の
３倍の期間が経過すると、コンデンサに初期時に蓄積されていた電荷の約９５％が放電さ
れる。そこで本実施形態では、短絡期間は、１つの映像信号線Ｌｓにおける配線抵抗値と
配線容量値との乗算値である遅延時定数の少なくとも３倍の期間となるように設定されて
いる。なお、実際には、接続切換回路１６０におけるスイッチのオン抵抗や共通電極駆動
回路２３におけるインピーダンス等をも考慮して短絡期間を決定する必要があるので、短
絡期間の長さを上記遅延時定数の３倍以上とするのが好ましい。
【００６１】
　ところで、液晶パネル４０における画素形成部への画素値の書き込み（画素値に相当す
る電圧による画素容量Ｃｐの充電）のために使用できる時間は、各水平走査期間から短絡
期間および極性反転期間を除いた時間である。したがって、上記駆動方法によれば、短絡
期間内に極性反転が行われるので、１水平走査期間を固定値とした場合、画素値の書き込
みに使用できる時間が長くなるという利点がある。
【００６２】
　なお図５（ｂ）～（ｄ）に示すように、少なくとも短絡期間では、アンプ休止制御信号
ＣａｓはＬレベルであって、全てのバッファ回路１５１～１５ｎおよびバイアス生成回路
１７０は休止状態となる。
【００６３】
　上記駆動方法では、上記極性切換期間の直後に選択される走査信号線Ｌｇの走査信号Ｇ
（ｊ＋１）がＨレベル（アクティブ）となるのは、図７（ｃ）～（ｅ）に示すように、短
絡制御信号ＣｓｈがＬレベルとなってからである。したがって、液晶パネル４０における
全てのＴＦＴがオフのときに、各映像信号線Ｌｓが共通電極Ｅｃと短絡される。しかし、
短絡制御信号ＣｓｈがＨレベルの期間（短絡期間）において走査信号Ｇ（ｊ＋１）がアク
ティブとなって走査信号Ｇ（ｊ＋１）を伝達する走査信号線Ｌｇに接続される各ＴＦＴが
オンし、それらのＴＦＴに接続される画素電極が共通電極Ｅｃに短絡されても、画素容量
の充電時定数は映像信号線Ｌｓの充電時定数の数十倍から数百倍であるので、短時間の短
絡動作では、それらの画素電極の電位はほとんど変化しない。また、それらの画素電極の
電位が変化したとしても、その電位変化は、次に書き込みたい画素値に相当する電位に近
づく方向への変化となっている。したがって、図７（ｆ）に示すように、上記極性反転の
直後に選択される走査信号線Ｌｇの走査信号Ｇ（ｊ＋１）は、短絡制御信号ＣｓｈがＬレ
ベルとなる前にＨレベルとなるようにしてもよい。
【００６４】
　また、上記駆動方法では、短絡期間内に極性反転が行われるが、短絡期間外に極性反転
を行ってもよい。例えば短絡期間前に極性反転を行う場合には、映像信号線Ｌｓの電位Ｖ
ｖ、共通電極信号Ｖｃｏｍ、および短絡制御信号Ｃｓｈの波形は、図８（ａ）～（ｃ）に
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示すようになる。この場合においても、映像信号線駆動回路２１内のバッファ回路１５１
～１５ｎによる映像信号線Ｌｓの電位Ｖｖの変化量Δ２は、短絡動作により、従来におけ
る映像信号線Ｌｓの電位変化量Δ０（図６（ａ））のほぼ半分程度であって、格段に小さ
い。
【００６５】
　さらに、短絡期間後に極性反転を行う場合には、映像信号線Ｌｓの電位Ｖｖ、共通電極
信号Ｖｃｏｍおよび短絡制御信号Ｃｓｈの波形は、図９（ａ）～（ｃ）に示すようになる
。この場合においても、映像信号線駆動回路２１内のバッファ回路１５１～１５ｎによる
映像信号線Ｌｓの電位Ｖｖの変化量Δ３は、短絡動作により、従来における映像信号線Ｌ
ｓの電位変化量Δ０（図６（ａ））のほぼ半分程度であって、格段に小さい。
【００６６】
　更にまた、短絡期間内に極性反転を行う場合であっても、短絡期間が短いために、短絡
動作による放電が完了する前にバッファ回路１５１～１５ｎによる各映像信号線Ｌｓの駆
動が再開するような場合には、映像信号線Ｌｓの電位Ｖｖ、共通電極信号Ｖｃｏｍ、およ
び短絡制御信号Ｃｓｈの波形は、図１０（ａ）～（ｃ）に示すようになる。この場合、映
像信号線駆動回路２１内のバッファ回路１５１～１５ｎによる映像信号線Ｌｓの電位Ｖｖ
の変化量Δ４は、従来における映像信号線Ｌｓの電位変化量Δ０（図６（ａ））の半分よ
りも大きくなるが、従来の変化量Δ０に比べれば格段に小さい。
【００６７】
　以上のように、映像信号線Ｌｓと共通電極Ｅｃとを短絡させるタイミング（短絡期間）
は、映像信号線Ｌｓに対し共通電極Ｅｃを基準として印加される電圧の極性反転時（極性
反転期間）すなわち容量性負荷への印加電圧の極性反転時と完全に一致しなくとも１水平
走査期間から見て同時と見なせる程度であればよく、また、その程度の同時性の範囲内で
あれば、それら短絡と極性反転との時間的前後関係も特に問題とはならない。なお、上記
実施形態では、極性反転時に映像信号線Ｌｓと共通電極Ｅｃとを短絡させること、つまり
、映像信号線Ｌｓに共通電極信号Ｖｃｏｍを供給することを示しているが、本発明は、共
通電極信号Ｖｃｏｍに限定されず、共通電極信号Ｖｃｏｍと同等の電圧レベルを映像信号
線Ｌｓに供給すればよい。例えば、共通電極駆動回路２３と同様な回路をもう１つ設け、
その回路から共通電極信号Ｖｃｏｍと同等の電圧レベルを映像信号線Ｌｓに供給してもよ
い。もちろん、上記実施形態のように、共通電極信号Ｖｃｏｍと同等の電圧レベルとして
共通電極信号Ｖｃｏｍを用いれば、共通電極駆動回路２３以外に共通電極信号Ｖｃｏｍと
同等の電圧レベルを作成する回路を設けなくても済む。このことは、以下の実施形態につ
いても同様であり、極性反転時に映像信号線Ｌｓ等と共通電極Ｅｃとを短絡させること、
つまり、映像信号線Ｌｓ等に共通電極信号Ｖｃｏｍを供給することを前提として実施形態
を記載しているが、共通電極信号Ｖｃｏｍに限定されず、共通電極信号Ｖｃｏｍと同等の
電圧レベルを映像信号線Ｌｓ等に供給すればよい。すなわち、極性反転時に映像信号線Ｌ
ｓ等と短絡させるべき電極は、共通電極Ｅｃに限定されず、共通電極信号Ｖｃｏｍと同等
の電圧レベルを提供する電極であればよい。
【００６８】
＜１．６　効果＞
　上記実施形態では、液晶パネル４０の交流化駆動のために１水平走査期間毎に極性反転
が行われるが、その極性反転の際に各映像信号線Ｌｓは、映像信号線駆動回路２１内の各
バッファ回路１５１～１５ｎから電気的に切り離されると共に共通電極Ｅｃに短絡される
。これにより、各映像信号線Ｌｓと共通電極Ｅｃとの間に形成される容量による蓄積電荷
が放電され、その後に、各映像信号線Ｌｓが映像信号線駆動回路２１内の各バッファ回路
１５１～１５ｎに再接続される。したがって、各バッファ回路１５１～１５ｎによる映像
信号線Ｌｓの電位Ｖｖの変化量Δ１、Δ２、Δ３またはΔ４（短絡制御信号ＣｓｈがＬレ
ベルのときの変化量）は、従来における映像信号線Ｌｓの電位変化量Δ０に比べて各段に
小さくなり、短絡期間内に各映像信号線Ｌｓと共通電極Ｅｃとが同電位となる場合には、
従来の変化量Δ０のほぼ半分となる。すなわち、次の水平走査期間において映像駆動信号
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が変化すべき変化量（電圧変化）は、ノーマリホワイトモードの場合、従来は最大で黒表
示に必要な電圧分の２倍であったが、本実施形態では、最大で黒表示に必要な電圧分でよ
い。その結果、本実施形態では、映像信号線駆動回路２１におけるバッファ回路１５１～
１５ｎとして従来よりも駆動能力の低いバッファ回路を使用しても、液晶パネル４０にお
ける液晶層に対し従来と同様の電圧を印加することができる。このため、従来よりも駆動
能力の低いバッファ回路を使用することにより、映像信号線駆動回路２１の消費電力を低
減でき、さらに、バッファ回路１５１～１５ｎを構成するトランジスタのサイズも縮小で
きるので、映像信号線駆動回路２１を実現するＩＣチップのサイズを小さくすることがで
きる。これにより、液晶表示装置の小型化および低コスト化を図ることができる。
【００６９】
　なお、液晶パネル４０における各映像信号線Ｌｓの配線容量は、各映像信号線Ｌｓに接
続される１画素分の容量Ｃｐに比べて充分に大きいので、短絡動作によって駆動能力の低
いバッファ回路を使用可能にする上記手法は、短絡動作時において走査信号線Ｌｇがアク
ティブであるか否かに拘わらず有効である。また、上記のように極性反転後の次の水平走
査期間において映像信号線Ｌｓの電位変化量が小さいことは、より一般的には、電源から
映像信号線Ｌｓへ供給すべき電流（消費電流）が少なくなることを意味する。すなわち、
極性反転時の短絡動作により、映像信号線Ｌｓと共通電極Ｅｃとの間に形成される容量に
よる充電電荷が電源を介さずに直接に放電するので、その直接的な放電に相当する分だけ
、電源から映像信号線（映像信号線と共通電極との間の容量）への供給電流が削減され、
映像信号線駆動回路２１の消費電力が低減されることになる。なお既述のように、極性反
転時に映像信号線Ｌｓを共通電極Ｅｃと短絡させる代わりに、共通電極信号Ｖｃｏｍと同
等の電圧レベルを提供する他の電極と短絡させてもよいが、この場合には、映像信号線Ｌ
ｓと共通電極Ｅｃとの間の容量による充電電荷を放電させるための電流が所定の回路を介
して電源から供給されることもある。しかし、共通電極信号Ｖｃｏｍと同等の電圧レベル
は、アナログバッファとして動作するバッファ回路１５１～１５ｎではなく、共通電極駆
動回路２３と同様にスイッチング素子としてのＭＯＳトランジスタ等によって構成された
回路から各映像信号線Ｌｓに供給することができる。したがって、この場合においても、
従来の構成に比べ、消費電力を大幅に低減することができる。
【００７０】
　また、上記実施形態では、短絡期間または短絡期間を含む所定期間は、各バッファ回路
１５１～１５ｎおよびバイアス生成回路１７０をアンプ休止制御信号Ｃａｓにより休止さ
せているため、このことも映像信号線駆動回路２１の消費電力の低減に寄与する。
【００７１】
　ところで特開平６－３３７６５７号公報（特許文献１）には、垂直ブランキング期間、
映像信号線の出力電位と液晶画素の共通電極の電位とを同電位としたことを特徴とする液
晶表示装置が開示されており、この液晶表示装置は、映像信号線の電位と共通電極の電位
とを所定期間だけ同電位にすることにより消費電力を低減するという点では、上記実施形
態と同様である。しかし、この液晶表示装置では、表示に関係のない垂直ブランキング期
間に映像信号線と共通電極との間の電位差をなくすことで液晶画素に対する充放電を低減
し、これによって無駄な電力消費を抑えているのに対し、上記実施形態では、液晶パネル
４０の交流化駆動のための極性反転時に映像信号線Ｌｓと共通電極Ｅｃとを短絡する（同
電位にする）ことでバッファ回路１５１～１５ｎに必要とされる駆動能力を低く抑え、こ
れによって信号線駆動回路２１の消費電力を低減しており、両者は、消費電力低減という
課題を解決するための基本的な考え方において相違する。しかも、上述のように水平走査
期間毎に液晶パネル４０（液晶層）への印加電圧の極性を反転させるような交流化駆動の
場合には、両者は構成において相違するのみならず、消費電力の低減効果の程度において
大きく相違し、特許文献１に記載の液晶表示装置では消費電力低減につき大きな効果を得
ることはできない。
【００７２】
　なお、上記実施形態における共通電極駆動回路２３は、スイッチング素子としてのＭＯ
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Ｓトランジスタを用いて構成されているので、消費電力が少ないにも拘わらず大きな駆動
能力を有しており、上記実施形態のように１水平走査期間毎に各映像信号線Ｌｓと共通電
極Ｅｃとを短絡させることは、共通電極駆動回路２３にとっては負担にはならない。また
、上記実施形態のようなアクティブマトリクス型の液晶表示装置においては、走査信号を
非アクティブ（ＴＦＴがオフする電圧レベル）にした直後は、映像信号線Ｌｓに供給され
る電圧レベルは液晶パネル４０による表示に影響を与えないので、上記の短絡動作は表示
上問題となることはない。
【００７３】
＜２．第２の実施形態＞
　図１１は、本発明の第２の実施形態に係る液晶表示装置における映像信号線駆動回路の
構成を、液晶パネル４５における映像信号線Ｌｓへの信号供給部分の構成と共に示す回路
図である。本実施形態に係る液晶表示装置では、上記第１の実施形態とは異なり、各映像
信号線Ｌｓを共通電極Ｅｃに短絡させる接続切換回路１８０が液晶パネル４５に内蔵され
ており、映像信号線駆動回路は接続切換回路１６０を含まない。すなわち、映像信号線駆
動回路からは、バッファ回路１５１～１５ｎの出力信号がＯＵＴ１～ＯＵＴｎとして出力
され、液晶パネル４５内の接続切換回路１８０に入力される。また、短絡制御信号Ｃｓｈ
および共通電極信号Ｖｃｏｍも、この接続切換回路１８０に入力される。この接続切換回
路１８０は、第１の実施形態における接続切換回路１６０と同様、ｎ個の切換スイッチ１
８１～１８ｎから構成され、映像信号線駆動回路からのｎ個の出力信号ＯＵＴ１～ＯＵＴ
ｎは、これらの切換スイッチ１８１～１８ｎにそれぞれ入力される。各切換スイッチ１８
１～１８ｎは第１～第３の端子を有し、各切換スイッチ１８１～１８ｎに入力された出力
信号ＯＵＴ１～ＯＵＴｎは、第１の端子に与えられる。各切換スイッチ１８１～１８ｎに
おける第２の端子には、共通電極駆動回路２３からの共通電極信号Ｖｃｏｍが与えられる
。切換スイッチ１８１～１８ｎにおける第３の端子には、液晶パネル４５における映像信
号線Ｌｓが接続される。そして、各切換スイッチ１８１～１８ｎは、その第３の端子に対
し、短絡制御信号ＣｓｈがＬレベルのときには第１の端子を接続し、短絡制御信号Ｃｓｈ
がＨレベルのときには第２の端子を接続する。これにより、短絡制御信号ＣｓｈがＬレベ
ルのときには、映像信号線駆動回路における各バッファ回路１５１～１５ｎの出力信号Ｏ
ＵＴ１～ＯＵＴｎが各映像信号線Ｌｓに供給され、短絡制御信号ＣｓｈがＨレベルのとき
には、共通電極信号Ｖｃｏｍが各映像信号線Ｌｓに供給される。したがって、短絡制御信
号ＣｓｈがＨレベルのときには、共通電極Ｅｃと各映像信号線Ｌｓとが短絡することにな
る。本実施形態における上記以外の構成については第１の実施形態と同様であるので、同
一部分には同一の参照符号を付して説明を省略する。また、液晶パネルの駆動方法につい
ても、本実施形態は第１の実施形態と同様であるので説明を省略する。
【００７４】
　上記のような本実施形態においても、第１の実施形態と同様、液晶パネル４５の交流化
駆動のための極性反転の際に、液晶パネル４５における各映像信号線Ｌｓは、映像信号線
駆動回路内の各バッファ回路１５１～１５ｎから電気的に切り離されると共に共通電極Ｅ
ｃに短絡される。これにより、映像信号線駆動回路におけるバッファ回路１５１～１５ｎ
として従来よりも駆動能力の低いバッファ回路を使用しても、液晶パネル４５における液
晶層に対し従来と同様の電圧を印加することができる。したがって本実施形態によれば、
従来よりも駆動能力の低いバッファ回路を使用することにより、映像信号線駆動回路の消
費電力を低減でき、さらに、バッファ回路１５１～１５ｎを構成するトランジスタのサイ
ズも縮小できる。その結果、液晶表示装置の小型化および低コスト化を図ることができる
。
【００７５】
＜３．第３の実施形態＞
　図１２は、本発明の第３の実施形態に係る液晶表示装置の構成を示すブロック図である
。この液晶表示装置では、図１に示した第１の実施形態に係る液晶表示装置における共通
電極駆動回路２３と同等の回路が、映像信号線駆動回路２４に内蔵されている。したがっ
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て本実施形態では、共通電極信号Ｖｃｏｍを生成するための基準電圧ＶＨ、ＶＬおよび極
性反転制御信号φは、映像信号線駆動回路２４に供給され、共通電極信号Ｖｃｏｍは、映
像信号線駆動回路２４から液晶パネル４０の共通電極Ｅｃに与えられる。図１３は、この
映像信号線駆動回路２４の構成を示す回路図である。この映像信号線駆動回路２４は、図
４（ａ）に示した既述の回路と同一構成の共通電極駆動回路２００を内蔵しているが、そ
の他の構成は第１の実施形態と同様であるので、同一部分には同一の参照符号を付して説
明を省略する。また、液晶パネル４０の駆動方法についても、本実施形態は第１の実施形
態と同様であるので説明を省略する。なお、映像信号線駆動回路２４は共通電極駆動回路
２００を内蔵しているので、その共通電極駆動回路２００の出力信号が共通電極信号Ｖｃ
ｏｍとして、接続切換回路１６０における各切換スイッチ１６１～１６ｎの第２の端子に
与えられる。
【００７６】
　上記のような本実施形態においても、第１の実施形態と同様、液晶パネル４０の交流化
駆動のための極性反転の際に、液晶パネル４０における各映像信号線Ｌｓは、映像信号線
駆動回路２４内の各バッファ回路１５１～１５ｎから電気的に切り離されると共に共通電
極Ｅｃに短絡される。これにより、映像信号線駆動回路２４におけるバッファ回路１５１
～１５ｎとして従来よりも駆動能力の低いバッファ回路を使用しても、液晶パネル４０に
おける液晶層に対し従来と同様の電圧を印加することができる。したがって本実施形態に
よれば、従来よりも駆動能力の低いバッファ回路を使用することにより、映像信号線駆動
回路２４の消費電力を低減でき、さらに、バッファ回路１５１～１５ｎを構成するトラン
ジスタのサイズも縮小できる。その結果、液晶表示装置の小型化および低コスト化を図る
ことができる。
【００７７】
　また、第１および第２の実施形態や本実施形態のように、液晶パネルの交流化駆動のた
めの極性反転の際にバッファ回路の出力信号に代えて共通電極信号Ｖｃｏｍが映像信号線
Ｌｓに供給される場合には、上記のように共通電極駆動回路を映像信号線駆動回路に内蔵
して１チップ化することにより、液晶表示装置の構成が簡素化される。なお、映像信号線
駆動回路と共通電極駆動回路とをＩＣチップとして１チップ化する場合のみならず、液晶
パネルを構成する同一基板上に映像信号線駆動回路と共通電極駆動回路とを形成する場合
においても、同様の利点が得られる。
【００７８】
＜４．第４の実施形態＞
　図１４は、本発明の第４の実施形態に係る液晶表示装置における映像信号線駆動回路の
構成を示す回路図である。本実施形態に係る液晶表示装置では、上記第１の実施形態とは
異なり、映像信号線駆動回路において基準電圧選択回路１３１～１３ｎと接続切換回路１
６０との間にバッファ回路１５１～１５ｎを設ける代わりに、抵抗Ｒを用いて構成される
分圧回路と、その分圧回路によって生成される６２種類の基準電圧を伝達するための６２
本の基準電圧バスラインＬ２～Ｌ６３との間に、６２個のバッファ回路２２２～２２６３
がそれぞれ配置されている。そして、各バッファ回路２２２～２２６３には、オン－オフ
・スイッチが休止制御回路２１２～２１６３として付設され、各休止制御回路２１２～２
１６３は、図５（ｄ）に示すようなアンプ休止制御信号Ｃａｓに基づき各バッファ回路２
２２～２２６３へのアンプバイアスＶｂａの供給を制御する。また、本実施形態では、短
絡制御信号Ｃｓｈはデコード回路１２５に入力され、このデコード回路１２５は、短絡制
御信号Ｃｓｈとサンプリング・ラッチ回路１１０からの内部画像信号とに基づき、ｎ本の
映像信号線Ｌｓにそれぞれ対応するｎ群のデコード出力を生成する。本実施形態における
上記以外の構成については第１の実施形態と同様であるので、同一部分には同一の参照符
号を付して説明を省略する。また、液晶パネル４０の駆動方法についても、本実施形態は
第１の実施形態と同様であるので説明を省略する。
【００７９】
　上記構成における各バッファ回路２２２～２２６３は、アンプバイアスＶｂａが供給さ
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れている間は、入力インピーダンスが極めて高く、かつ出力インピーダンスが極めて低く
、電圧利得がほぼ１である増幅器、すなわち電圧ホロワとして機能し、一方、アンプバイ
アスＶｂａの供給が停止されると、休止状態、すなわち、その消費電力が無視できる程度
となり、且つその出力が高インピーダンス状態となる。なお、第１および第２の基準電圧
Ｖｒ１，Ｖｒ２は電源回路３０から供給されるので、これらの基準電圧Ｖｒ１，Ｖｒ２は
、バッファ回路を介することなく基準電圧バスラインＬ１、Ｌ６４にそれぞれ与えられる
。また、上記構成の映像信号線駆動回路では、基準電圧選択回路１３１～１３ｎと接続切
換回路１６０との間にはバッファ回路が存在しないので、基準電圧選択回路１３１～１３
ｎから出力される選択基準電圧は、接続切換回路１６０における切換スイッチ１６１～１
６ｎの第１の端子に与えられる。
【００８０】
　上記構成において、デコード回路１２５からのｎ群のデコード出力のそれぞれは、６５
個（階調数＋１個）の信号から構成され、それらのうち６４個の信号は、基準電圧選択回
路１３１～１３ｎに入力され、短絡制御信号ＣｓｈがＬレベルのときには、第１の実施形
態と同様、それら６４個の信号のうちいずれか１つのみが上記内部画像信号に応じてアク
ティブとなる。ｎ群のデコード出力のそれぞれにおける残りの１つの信号は、接続切換回
路１６０における切換スイッチ１６１～１６ｎに入力される。ここで、切換スイッチ１６
１～１６ｎに入力されるデコード出力の信号は、短絡制御信号ＣｓｈがＬレベルのときに
は非アクティブとなり、短絡制御信号ＣｓｈがＨレベルのときにはアクティブとなる。ま
た、短絡制御信号ＣｓｈがＨレベルのとき、ｎ群のデコード出力のうち基準電圧選択回路
１３１～１３ｎに入力される信号は全て非アクティブとなる。したがって、短絡制御信号
ＣｓｈがＬレベルのときには、サンプリング・ラッチ回路１１０からの内部画像信号に応
じて基準電圧選択回路１３１～１３ｎから出力される選択基準電圧が、出力信号ＯＵＴ１
～ＯＵＴｎとして映像信号線駆動回路から出力されて液晶パネル４０の映像信号線Ｌｓに
供給され、一方、短絡制御信号ＣｓｈがＨレベルのときには、共通電極信号Ｖｃｏｍが液
晶パネル４０の各映像信号線Ｌｓに供給される。これは、短絡制御信号ＣｓｈがＨレベル
のときに共通電極Ｅｃと各映像信号線Ｌｓとが短絡されることを意味する。なお、このよ
うな映像信号線駆動回路では、基準電圧選択回路が接続切換回路１６０を含み、その基準
電圧選択回路において、階調数に対応する６４種類の基準電圧と共通電極信号Ｖｃｏｍの
電圧とからなる６５種類の電圧から映像信号線毎に１つの電圧が選択され、選択された電
圧が出力信号ＯＵＴ１～ＯＵＴｎとして出力される、と見なすこともできる。
【００８１】
　上記のような本実施形態においても、第１の実施形態と同様、液晶パネル４０の交流化
駆動のための極性反転の際に、液晶パネル４０における各映像信号線Ｌｓは、映像信号線
駆動回路内の各基準電圧選択回路１３１～１３ｎおよび各バッファ回路２２２～２２６３
から電気的に切り離されると共に共通電極Ｅｃに短絡される。これにより、映像信号線駆
動回路におけるバッファ回路２２２～２２６３として駆動能力の低いバッファ回路を使用
しても、液晶パネル４０における液晶層に対し従来と同様の電圧を印加することができる
。したがって本実施形態によれば、従来よりも駆動能力の低いバッファ回路を使用するこ
とにより、映像信号線駆動回路の消費電力を低減でき、さらに、バッファ回路２２２～２
２６３を構成するトランジスタのサイズも縮小できる。その結果、液晶表示装置の小型化
および低コスト化を図ることができる。また、第１の実施形態と同様、短絡期間または短
絡期間を含む所定期間は、各バッファ回路２２２～２２６３およびバイアス生成回路１７
０はアンプ休止制御信号Ｃａｓにより休止状態となるため（図５参照）、このことも映像
信号線駆動回路の消費電力の低減に寄与する。
【００８２】
　上記に加えて、本実施形態では、共通電極信号Ｖｃｏｍを基準電圧の１つとみなして６
５種類の基準電圧から１つの電圧を選択する回路構成、すなわち接続切換回路１６０を基
準電圧選択回路に含めた構成とすることができるので、図３に示したように基準電圧選択
回路１３１～１３ｎとしてのスイッチ群とバッファ回路１５１～１５ｎと接続切換回路１
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６０としてのスイッチ群とを順に配置した構成に比べ、映像信号線駆動回路の回路構成を
コンパクトなものとすることができる。このため本実施形態によれば、第１の実施形態と
同様の効果を奏する映像信号線駆動回路をよりサイズの小さいＩＣチップとして実現する
ことができ、その結果、更に液晶表示装置の小型化および低コスト化を図ることができる
。
【００８３】
＜５．第５の実施形態＞
　図１５は、本発明の第５の実施形態に係る液晶表示装置における映像信号線駆動回路の
構成を示す回路図である。本実施形態に係る液晶表示装置は、上記第４の実施形態に係る
映像信号線駆動回路おいて出力部に設けられた接続切換回路１６０に代えて、１個の切換
スイッチからなる電圧切換回路３００を備えており、外部の電源回路から供給される基準
電圧Ｖｒ２は、この電圧切換回路３００を介して基準電圧バスラインＬ６４に与えられる
。そして、この電圧切換回路３００には、その切換動作を制御する信号として短絡制御信
号Ｃｓｈが入力される。本実施形態におけるその他の構成は上記第４の実施形態と基本的
に同様であるので、同一部分には同一の参照符号を付して説明を省略する。また、液晶パ
ネル４０の駆動方法についても、本実施形態は第１の実施形態等と同様であるので説明を
省略する。
【００８４】
　本実施形態に係る映像信号線駆動回路において、デコード回路１２６は、第４の実施形
態におけるデコード回路１２５とほぼ同様であるが、短絡制御信号ＣｓｈがＨレベルのと
きの動作が異なる。すなわち、短絡制御信号ＣｓｈがＨレベルのとき、第４の実施形態で
は、基準電圧選択回路１３１～１３ｎに入力される全てのデコード出力信号は非アクティ
ブとなるが、本実施形態では、基準電圧選択回路１３１～１３ｎにおけるスイッチのうち
基準電圧バスラインＬ６４の接続されるスイッチに入力されるデコード出力信号のみ、ア
クティブとなる。
【００８５】
　また、本実施形態に係る映像信号線駆動回路において、電圧切換回路３００は、第１～
第３の端子を有し、第１の端子には基準電圧バスラインＬ６４が接続され、第２の端子に
は基準電圧Ｖｒ２が与えられ、第３の端子には共通電極信号Ｖｃｏｍが与えられる。そし
て電圧切換回路３００は、短絡制御信号ＣｓｈがＬレベルのときには第１の端子を第２の
端子に接続し、短絡制御信号ＣｓｈがＨレベルのときには第１の端子を第３の端子に接続
する。これにより、基準電圧バスラインＬ６４に対し、短絡制御信号ＣｓｈがＬレベルの
ときには基準電圧Ｖｒ２が与えられ、短絡制御信号ＣｓｈがＨレベルのときには共通電極
信号Ｖｃｏｍが与えられる。
【００８６】
　したがって、短絡制御信号ＣｓｈがＬレベルのときには、サンプリング・ラッチ回路１
１０からの内部画像信号に応じて基準電圧選択回路１３１～１３ｎから出力される選択基
準電圧が、出力信号ＯＵＴ１～ＯＵＴｎとして映像信号線駆動回路から出力されて液晶パ
ネル４０の映像信号線Ｌｓに供給される。一方、短絡制御信号ＣｓｈがＨレベルのときに
は、共通電極信号Ｖｃｏｍが基準電圧選択回路１３１～１３ｎを介して液晶パネル４０の
各映像信号線Ｌｓに供給される。これは、短絡制御信号ＣｓｈがＨレベルのときに共通電
極Ｅｃと各映像信号線Ｌｓとが短絡されることを意味する。
【００８７】
　上記のような本実施形態においても、第４の実施形態と同様の効果が得られる。すなわ
ち、映像信号線駆動回路におけるバッファ回路２２２～２２６３として駆動能力の低いバ
ッファ回路を使用しても、液晶パネル４０における液晶層に対し従来と同様の電圧を印加
することができるので、映像信号線駆動回路の消費電力を低減でき、さらに、バッファ回
路２２２～２２６３を構成するトランジスタのサイズも縮小できる。その結果、液晶表示
装置の小型化および低コスト化を図ることができる。また、短絡期間または短絡期間を含
む所定期間は、各バッファ回路２２２～２２６３およびバイアス生成回路１７０はアンプ
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休止制御信号Ｃａｓにより休止状態となるため（図５参照）、このことも映像信号線駆動
回路の消費電力の低減に寄与する。更に、第１の実施形態等に比べて必要なバッファ回路
の個数が少なくなるという利点もある。
【００８８】
　また、本実施形態では、６４本の基準電圧バスラインのうち１本のバスラインＬ６４が
基準電圧Ｖｒ２の伝達と共通電極信号Ｖｃｏｍの伝達とに共用され、かつ、上記の他の実
施形態における接続切換回路１６０の代わりに各基準電圧選択回路１３１～１３ｎにおけ
る１つのスイッチが使用される。この構成では、ｎ個の切換スイッチ１６１～１６ｎから
なる接続切換回路１６０によって短絡動作を行う場合に比べて、オン抵抗の小さい１個の
スイッチが電圧切換回路３００として必要となるが、接続切換回路１６０は不要となり、
制御用の信号線を多数配線する必要がなくなる。このため、本実施形態によれば、上記効
果に加えて、映像信号線駆動回路を実現するＩＣチップのサイズをより縮小できるという
効果も得られる。
【００８９】
＜６．第６の実施形態＞
　図１６は、本発明の第６の実施形態に係る液晶表示装置の構成を回路図とブロック図と
の組み合わせによって示している。なお、以下では、上記他の実施形態と同様の構成要素
および信号には同一の参照符号を付して詳しい説明を省略する。
【００９０】
　本実施形態に係る液晶表示装置は、アナログドライバ方式の表示装置であって、第１の
実施形態におけるものと同様の構成の表示制御回路１０、共通電極駆動回路２３、および
電源回路３０を備えているが、映像信号線駆動回路２５および液晶パネル４６の構成が第
１の実施形態と相違する。
【００９１】
　映像信号線駆動回路２５は、表示すべき画像の赤色成分を表すアナログ信号である赤色
画像信号Ｓｒと、表示すべき画像の緑色成分を表すアナログ信号である緑色画像信号Ｓｇ
と、表示すべき画像の青色成分を表すアナログ信号である青色画像信号Ｓｂとからなるア
ナログ映像信号を生成する。このアナログ映像信号Ｓｒ，Ｓｇ，Ｓｂは、液晶パネル４６
を交流化駆動するために１水平期間毎に極性が反転される信号である。
【００９２】
　液晶パネル４６は、多結晶シリコンを用いたＴＦＴをスイッチング素子とするアクティ
ブマトリクス型の表示パネルであって、互いに対向する一対の基板（以下、第１および第
２の基板という）を有している。これらの基板は、所定の距離（典型的には数μｍ）だけ
離されて固定されており、液晶材料がこれらの基板間に充填されて液晶層が形成されてい
る。これらの基板のうち少なくとも一方は透明である。液晶パネル４６における第１の基
板上には、複数の映像信号線Ｌｓ（以下では映像信号線Ｌｓの数をｎとする）と複数の走
査信号線Ｌｇとが格子状に配置されると共に、それら映像信号線Ｌｓと走査信号線Ｌｇと
の交差部にそれぞれ対応して複数の画素形成部がマトリクス状に配置されることで表示部
が形成されている。各画素形成部は、ソース端子が映像信号線Ｌｓにゲート端子が走査信
号線Ｌｇにそれぞれ接続されたＴＦＴと、そのＴＦＴのドレイン端子に接続された画素電
極と、全ての画素形成部に共通的に設けられて画素電極との間に容量Ｃｐが形成されるよ
うに第２の基板の全面に形成された対向電極である共通電極と、全ての画素形成部に共通
的に設けられて画素電極と共通電極との間に挟持される上記液晶層とから構成される。こ
れに加えて、液晶パネル４６における第１の基板上には、上記複数の走査信号線Ｌｇに走
査信号を供給する走査信号線駆動回路４２と、映像信号線駆動回路２５からのアナログ映
像信号Ｓｒ，Ｓｇ，Ｓｂをそれぞれ伝達するための映像信号バスラインＬｒ，Ｌｇ，Ｌｂ
と、これらの映像信号バスラインＬｒ，Ｌｇ，Ｌｂで伝達されるアナログ映像信号Ｓｒ，
Ｓｇ，Ｓｂをサンプリングして上記複数の映像信号線Ｌｓに供給するためのｎ個のアナロ
グスイッチ４１１～４１ｎからなるサンプリング回路と、このサンプリング回路を制御す
るシフトレジスタ回路４１と、映像信号バスラインＬｒ，Ｌｇ，Ｌｂを極性反転の際に共
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通電極に短絡するための接続切換回路とが形成されている。このようにして、液晶パネル
４６には、マトリクス状に配置された複数の画素形成部と格子状に形成された映像信号線
Ｌｓおよび走査信号線Ｌｇと駆動回路の一部とが一体的に形成されている。
【００９３】
　上記構成の液晶パネルにおいて、シフトレジスタ回路４１は、１水平走査期間の間に１
つのパルスを入力端から出力端へと順次転送すると共に、上記パルスが出力端に到達する
毎に所定期間だけＨレベルとなる信号すなわち極性反転の際に所定期間だけＨレベルとな
る信号である短絡制御信号Ｃｓｈと、その論理レベルを反転させた信号である短絡制御反
転信号Ｃｓｈｂとを生成する。
【００９４】
　サンプリング回路を構成するｎ個のアナログスイッチ４１１～４１ｎは、シフトレジス
タ回路４１によって転送されるパルスによって順次オンされ、このオン動作により、映像
信号バスラインＬｒ，Ｌｇ，Ｌｂ上のアナログ映像信号Ｓｒ，Ｓｇ，Ｓｂが映像信号線Ｌ
ｓに供給されて、走査信号線駆動回路４２によってオンされたＴＦＴを介して画素電極に
与えられる。
【００９５】
　接続切換回路は、映像信号バスラインＬｒ，Ｌｇ，Ｌｂにそれぞれ対応して設けられ、
映像信号バスラインＬｒ，Ｌｇ，Ｌｂと共通電極信号Ｖｃｏｍを伝達する信号線との間に
それぞれ挿入された３個のアナログスイッチ４３ｒ，４３ｇ，４３ｂから構成される。こ
れらのアナログスイッチ４３ｒ，４３ｇ，４３ｂには、上記の短絡制御信号Ｃｓｈおよび
短絡制御反転信号Ｃｓｈｂが制御信号として入力される。これにより、短絡制御信号Ｃｓ
ｈがＨレベルの期間のみ映像信号バスラインＬｒ，Ｌｇ，Ｌｂに共通電極信号Ｖｃｏｍが
供給される。これは、短絡制御信号ＣｓｈがＨレベルのとき（極性反転時の所定期間だけ
）映像信号バスラインＬｒ，Ｌｇ，Ｌｂが共通電極に短絡されることを意味する。
【００９６】
　前述のように、映像信号線駆動回路２５は、液晶パネル４６における映像信号バスライ
ンＬｒ，Ｌｇ，Ｌｂに対し、１水平期間毎に極性が反転するアナログ映像信号Ｓｒ，Ｓｇ
，Ｓｂを供給する。ただし、少なくとも短絡期間においては、例えば映像信号線駆動回路
２５内のバッファ回路の出力を高インピーダンス状態にすることにより、映像信号線駆動
回路２５が映像信号バスラインＬｒ，Ｌｇ，Ｌｂから電気的に切り離されるように構成さ
れている。ところで、映像信号バスラインＬｒ，Ｌｇ，Ｌｂは第１の基板に形成され、共
通電極は第２の基板の全面に形成されていることから、図示されていないが、映像信号バ
スラインＬｒ，Ｌｇ，Ｌｂと共通電極との間には容量が形成されている。したがって、映
像信号線駆動回路２５は、一定周期で極性の反転する信号を容量性負荷に供給して当該容
量性負荷を駆動するという点では、上記の他の実施形態における信号線駆動回路と同様で
ある。
【００９７】
　本実施形態では、前述のように、３個のアナログスイッチ４３ｒ，４３ｇ，４３ｂから
なる接続切換回路により、映像信号バスラインＬｒ，Ｌｇ，Ｌｂに与えられるべきアナロ
グ映像信号Ｓｒ，Ｓｇ，Ｓｂの極性が反転する毎に所定期間（短絡制御信号ＣｓｈがＨレ
ベルの期間）だけ、各映像信号バスラインＬｒ，Ｌｇ，Ｌｂが共通電極に短絡され、この
とき映像信号線駆動回路２５は、各映像信号バスラインＬｒ，Ｌｇ，Ｌｂから電気的に切
り離される。したがって、上記の他の実施形態と同様、映像信号線駆動回路２５における
バッファ回路として従来よりも駆動能力の低いバッファ回路を使用しても、液晶パネル４
６の映像信号バスラインＬｒ，Ｌｇ，Ｌｂに対し従来と同様の信号を供給することができ
る。このため本実施形態によれば、従来よりも駆動能力の低いバッファ回路を使用するこ
とにより、映像信号線駆動回路２５の消費電力を低減でき、さらに、それらバッファ回路
を構成するトランジスタのサイズも縮小できる。その結果、液晶表示装置の小型化および
低コスト化を図ることができる。
【００９８】
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＜７．変形例＞
　本発明は上記各実施形態に限定されるものではなく、本発明の範囲を逸脱しない限りに
おいて種々の変形を施すことができる。例えば、上記各実施形態では、共通電極の電位を
基準とする映像信号線Ｌｓや映像信号バスラインＬｒ，Ｌｇ，Ｌｂに供給される信号（電
圧）の極性は１水平期間毎に反転されるが、この極性反転の周期は１水平走査期間には限
定されず、例えば２水平走査期間毎に極性を反転させるようにしてもよい。その場合にお
いても、極性反転の際に上記のような短絡動作を行わせる構成によってバッファ回路に必
要な駆動能力を低減することで、映像信号線駆動回路の消費電力や回路量を低減すること
ができる。
【００９９】
　また、上記第１～第５の実施形態では、アンプ休止制御信号Ｃａｓにより、短絡期間ま
たは短絡期間を含む所定期間は、消費電力の低減化のために各バッファ回路およびバイア
ス生成回路を休止させているが、これらを休止させないようにしてもよいし、バイアス生
成回路を常に動作させバッファ回路のみを休止させるようにしてもよい。ただし、バッフ
ァ回路を休止させない場合においても、短絡期間において各バッファ回路の出力が高イン
ピーダンス状態となるように出力制御をするのが好ましい。
【０１００】
　なお以上では、液晶表示装置を例に挙げて説明したが、容量性負荷に対して所定の周期
で極性が反転する電圧信号を供給して当該容量性負荷を駆動する表示装置であれば、他の
方式の表示装置に対しても本発明は適用可能である。また、上記各実施形態では、映像信
号線Ｌｓの電圧の振幅を抑えるために共通電極の電位（共通電極信号Ｖｃｏｍ）が交流化
されているが、共通電極の電位が固定されている場合、例えば、液晶層への印加電圧の極
性を１走査信号線毎かつ１映像信号線毎に反転させつつ１フレーム毎にも反転させる駆動
方式すなわちドット反転駆動方式を採用した場合にも、本発明は適用可能である。
【０１０１】
【発明の効果】
　第１の発明によれば、映像信号線駆動回路の駆動能力が従来よりも低くても、容量性負
荷に対し従来と同様の電圧を印加することができるので、映像信号線駆動回路の消費電力
を低減でき、さらに、映像信号線駆動回路内のバッファ回路を構成するトランジスタのサ
イズも縮小できる。より詳しくは、容量性負荷への印加電圧の極性は水平走査線が切り換
わる時に反転し、その反転時毎の短絡動作によって、容量性負荷に蓄積されていた電荷が
放電されるので、映像信号線駆動回路の消費電力の低減等につき大きな効果が得られる。
その結果、表示装置の小型化および低コスト化を図ることができる。このため、例えば本
発明の適用される液晶表示装置は、携帯用途の機器に好適である。また、短絡期間内に極
性反転が行われるので、画素値の書き込みに使用できる時間が長くなる。
【０１０２】
　第２の発明によれば、容量性負荷への印加電圧の極性反転の際に、短絡動作によって、
容量性負荷に蓄積されていた電荷が電源を介さずに直接に放電される。これにより、第１
の発明と同様、映像信号線駆動回路の消費電力を低減すると共に映像信号線駆動回路内の
バッファ回路を縮小化することができるので、表示装置の小型化および低コスト化を図る
ことができる。
【０１０３】
　第３の発明によれば、映像信号線駆動回路と共通電極駆動回路とが同一基板上または同
一チップ内に形成されることで、液晶表示装置の構成が簡素化される。
【０１０４】
　第４の発明によれば、映像信号線駆動回路の回路構成をコンパクトなものとすることが
できる。このため、映像信号線駆動回路を実現するＩＣチップのサイズを小さくすること
ができる。
【０１０５】
　第５の発明によれば、１つの基準バスラインとそれに対応する各基準電圧選択回路内の
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切換スイッチ手段とが基準電圧の選択と共通電極信号と同等の電圧レベルの選択とに共用
されることで、信号線駆動回路の回路量が更に低減されるので、信号線駆動回路を実現す
るＩＣチップのサイズをより小さくできる。
【０１０６】
　第６の発明によれば、容量性負荷への印加電圧の極性反転の際に、短絡動作によって、
容量性負荷に蓄積されていた電荷が電源を介さずに直接に放電されることで、第５の発明
と同様の効果を奏する。
【０１０７】
　第７の発明によれば、映像信号線駆動回路と共通電極駆動回路とが同一基板上または同
一チップ内に形成されることで、液晶表示装置の構成が簡素化される。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第１の実施形態に係る液晶表示装置の構成を示すブロック図である。
【図２】　第１の実施形態における表示制御回路の構成を示すブロック図である。
【図３】　第１の実施形態における映像信号線駆動回路の構成を示す回路図である。
【図４】　第１の実施形態における共通電極駆動回路の構成を示す回路図である。
【図５】　第１の実施形態における映像信号線駆動回路の休止制御を説明するための信号
波形図である。
【図６】　従来の液晶表示装置における液晶パネルの駆動方法を説明するための電圧およ
び信号波形図である。
【図７】　第１の実施形態における液晶パネルの第１の駆動方法を説明するための電圧お
よび信号波形図である。
【図８】　第１の実施形態における液晶パネルの第２の駆動方法を説明するための電圧お
よび信号波形図である。
【図９】　第１の実施形態における液晶パネルの第３の駆動方法を説明するための電圧お
よび信号波形図である。
【図１０】　第１の実施形態における液晶パネルの第４の駆動方法を説明するための電圧
および信号波形図である。
【図１１】　本発明の第２の実施形態における映像信号線駆動回路の構成を示す回路図で
ある。
【図１２】　本発明の第３の実施形態に係る液晶表示装置の構成を示すブロック図である
。
【図１３】　第３の実施形態における映像信号線駆動回路の構成を示す回路図である。
【図１４】　本発明の第４の実施形態における映像信号線駆動回路の構成を示す回路図で
ある。
【図１５】　本発明の第５の実施形態における映像信号線駆動回路の構成を示す回路図で
ある。
【図１６】　本発明の第６の実施形態に係る液晶表示装置の構成を示す図である。
【符号の説明】
　　１０　　　　　　…表示制御回路
　　２１，２４，２５…映像信号線駆動回路
　　２２　　　　　　…走査信号線駆動回路
　　２３　　　　　　…共通電極駆動回路
　　３０　　　　　　…電源回路
　　４０，４５，４６…液晶パネル
　　１４１～１４ｎ　…休止制御回路
　　１５１～１５ｎ　…バッファ回路
　　１６１～１６ｎ　…切換スイッチ
　　１８１～１８ｎ　…切換スイッチ
　　２００　　　　　…共通電極駆動回路
　　２１２～２１６３…休止制御回路
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　　２２２～２２６３…バッファ回路
　　３００　　　　　…電圧切換回路
　　４３ｒ，４３ｇ，４３ｂ　…アナログスイッチ（接続切換回路）
　　Ｅｃ　　　　　　…共通電極
　　Ｌ１～Ｌ６４　　…基準電圧バスライン
　　Ｌｓ　　　　　　…映像信号線
　　Ｌｇ　　　　　　…走査信号線
　　Ｌｒ，Ｌｇ，Ｌｂ…映像信号バスライン
　　Ｄｒ，Ｄｇ，Ｄｂ…画像信号
　　Ｃｓｈ　　　　　…短絡制御信号
　　Ｃａｓ　　　　　…アンプ休止制御信号
　　φ　　　　　　　…極性反転制御信号
　　Ｖｂａ　　　　　…アンプバイアス
　　Ｖｖ　　　　　　…映像信号線の電位
　　Ｖｃｏｍ　　　　…共通電極信号
　　Ｖｒ１，Ｖｒ２　…（映像信号線に印加される）基準電圧
　　ＶＨ，ＶＬ　　　…（共通電極に印加される）基準電圧

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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